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続
古
今
集
は
、
二
条
家
為
家
の
独
撰
で
な
い
と
い
う
点
で
、
二
条
派
か
ら
は

異
端
槻
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
い
う
ま
で
も
な
く
続
古
今
は
、
古
今
・
新
古

今
の
先
縦
に
な
ら
っ
て
、
撰
者
も
、
為
家
・
基
家
・
家
良
・
行
家
・
光
俊
の
五

人
で
あ
っ
た
。
和
当
に
力
最
の
あ
る
歌
人
が
撰
者
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
が
単
独

撰
で
あ
る
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
撰
歌
の
厚
み
や
、
多
様
性
に
お
い
て
、
お

の
ず
か
ら
個
人
撰
な
る
が
故
の
個
人
的
眼
田
介
が
あ
ろ
う
。
文
学
吏
的
な
視
野
か

ら
、
四
人
共
同
撰
の
古
今
と
貫
之
独
撰
の
新
撰
和
歌
、
五
人
共
同
撰
の
新
古
今

と
定
家
独
撰
の
新
勅
撰
、
そ
れ
ら
を
対
比
し
て
み
れ
ぱ
、
そ
う
い
う
こ
と
は
、

祓
ち
に
看
取
で
き
る
。
俊
頼
や
俊
成
ほ
ど
の
す
ぐ
れ
た
歌
よ
み
に
よ
っ
て
撰
ば

れ
た
金
葉
や
干
載
が
、
古
今
や
新
十
口
今
ほ
ど
に
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い

の
は
何
故
か
。
と
い
っ
て
も
、
複
狐
撰
者
の
共
同
撰
は
、
個
人
の
単
独
撰
よ
り

も
、
常
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
風
な
、
平
而
的
な
結
冷
を
期
待
し
て
一
パ
っ
て

　
　
　
　
　
　
『
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

い
る
の
で
は
な
い
。
た
だ
両
者
の
間
に
は
、
吋
か
の
桐
違
が
あ
ろ
う
と
予
想
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
些
細
な
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
文
学
吏
的
研
究
、

す
く
な
く
と
も
和
歌
史
的
研
究
に
お
い
て
、
撰
集
の
風
格
な
り
意
義
な
り
を
決

定
す
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
必
ず
閉
確
に
し
て
置
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
文
学
父
家
は
、
た
と
え
ぱ
、
古
今
は
四
人
の
撰
者
に
よ

っ
て
撰
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
型
の
こ
と
く
指
摘
し
て
お
き
な
が
ら

も
、
む
し
ろ
貫
之
の
主
導
的
役
割
な
ど
を
強
調
す
る
こ
と
に
終
っ
て
、
四
人
撰

な
る
が
故
の
実
体
と
意
義
と
を
徹
底
的
に
追
究
し
た
も
の
は
枢
め
て
乏
し
い
。

そ
の
点
に
対
す
る
不
満
は
、
私
が
本
稿
で
続
古
今
を
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り

上
げ
る
一
つ
の
動
機
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
続
古
介
は
、
ふ
る
く
は
増
鏡
に
「
面
白
う
め
で
た
し
」
な
ど
と

評
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
時
代
が
下
る
と
、
た
と
え
ば
似
雲
の

「
詞
林
拾
葉
」
に
次
の
よ
う
な
批
評
が
見
え
る
。
「
お
も
し
ろ
く
い
ひ
つ
く
し
た

る
歌
は
秀
逸
な
き
も
の
な
リ
。
そ
れ
故
、
統
古
今
に
秀
逸
な
し
と
い
ふ
こ
と
あ
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『
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

り
。
続
古
今
の
う
た
、
大
方
『
明
け
て
見
ぬ
』
の
歌
の
や
う
な
る
お
も
し
ろ
き

歌
わ
ほ
し
。
し
か
れ
ど
も
一
首
お
も
し
ろ
く
い
ひ
つ
く
し
て
余
惰
な
き
な
り
。

た
と
え
ぱ
、
わ
か
な
の
巻
の
歌
『
恋
ひ
わ
ぶ
る
人
の
か
た
み
と
な
ら
せ
ぱ
や
な

れ
よ
何
と
て
鳴
く
音
な
る
ら
む
』
と
い
う
歌
を
本
歌
と
し
て
『
時
鳥
な
れ
よ
何

と
て
な
く
声
の
五
月
待
つ
ま
は
つ
れ
な
か
る
ら
む
』
此
本
歌
の
と
り
や
う
、
、
さ

て
も
上
手
な
る
と
り
や
う
に
て
い
ひ
つ
く
し
よ
き
う
た
な
れ
ど
も
、
秀
逸
休
に

て
は
な
し
。
歌
に
余
情
な
し
Ｌ
と
。
も
ち
ろ
ん
、
作
品
の
評
価
は
時
代
や
個
人

の
好
尚
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
似
雲
は
一
お
う
、
続
古

今
を
も
よ
く
読
ん
だ
う
え
で
、
そ
の
一
面
の
欠
点
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
代
に
お
け
る
続
古
今
観
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ぱ
「
全
体
と
し
て
特
色
が
な
く
、
高
く
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
」
　
（
吉
沢
義
則
博
士
著
「
鎌
倉
文
学
史
」
東
京
堂
刊
）
と
か
「
見

る
べ
き
価
値
を
殆
ん
ど
有
し
て
い
な
い
」
　
（
久
松
潜
一
博
士
編
「
日
本
文
学
史

・
中
世
」
至
文
堂
刊
）
と
か
と
、
事
も
な
げ
に
片
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
大
部

分
で
な
か
ろ
う
か
。
も
し
も
そ
れ
ら
が
二
条
派
の
人
々
か
ら
疎
外
さ
れ
、
ま
た

殊
更
に
低
く
評
価
さ
れ
て
い
た
続
古
今
観
を
、
無
批
判
に
継
丞
す
る
言
説
で
な

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
そ
う
い
う
安
直
な
判
定
を
下
す
前
に
、
現
代
の
文
学
史

家
と
し
て
は
当
然
、
現
代
人
と
し
て
の
科
学
的
検
討
を
加
え
て
行
か
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
最
近
、
そ
う
い
う
点
の
反
小
刊
も
あ
っ
て
か
、
続
古

今
に
対
し
て
も
、
基
礎
的
な
面
か
ら
見
な
お
そ
う
と
す
る
も
の
が
、
ぽ
つ
ぽ
つ
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あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
続
古
今
に
関
す
る
昭
和
三
十
年
代
の
研
究
と

し
て
は
、
家
郷
隆
文
氏
の
「
続
古
今
集
の
外
形
を
め
ぐ
っ
て
」
　
（
国
語
国
文
研

究
第
十
号
、
昭
三
二
・
四
）
や
井
上
宗
雄
氏
の
「
真
観
を
め
ぐ
っ
て
」
　
（
和
歌

文
学
研
究
第
四
号
、
昭
三
二
・
八
）
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
、
続
古
く
、
の

形
態
と
成
立
事
情
と
が
、
新
古
今
に
著
し
く
類
似
し
て
い
る
事
を
思
実
に
桁
摘

し
、
後
者
は
、
真
観
・
蓮
性
ら
が
歌
道
師
範
家
た
る
御
子
左
家
の
歌
壇
制
覇
に

挑
戦
す
る
実
態
を
、
史
実
と
文
献
と
に
即
し
て
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
続
十
口

今
の
基
礎
的
な
研
究
と
い
う
立
場
か
ら
い
え
ば
、
ま
ず
そ
の
あ
た
り
か
ら
始
め

る
の
が
当
然
と
は
言
い
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
ま
だ
続
古
今
の
外
面
的
な
、
ま
た

は
部
分
的
な
検
討
に
留
っ
て
い
る
。
続
古
今
の
世
界
に
本
格
的
な
照
明
を
与
え

る
た
め
に
は
、
更
に
別
途
の
視
点
と
方
法
と
が
数
多
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
そ
れ

ら
に
よ
っ
て
多
面
的
に
問
題
を
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
に
匁
っ
て
く
る
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
本
稿
で
も
続
古
今
の
世
界
の
基
礎
的
研
究
の
一
端
を
試
み
る
に

す
き
な
い
。
前
述
の
如
く
、
私
は
ま
ず
続
古
今
は
五
人
の
撰
者
の
共
同
撰
で
あ

っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
視
野
の
焦
点
を
お
き
、
そ
う
い
う
共
同
撰
の
実
態
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
そ
れ
は
独
撰
の
新
勅
撰
や
続
後
撰
と
比
較
し
て
ど
う
い

う
相
違
を
も
た
ら
す
結
果
に
な
っ
て
い
る
か
、
引
い
て
は
そ
の
文
学
史
的
意
義

は
ど
の
よ
う
に
認
定
す
べ
き
か
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

注
　
本
稿
で
使
用
す
る
続
古
今
お
よ
び
新
勅
撰
・
続
後
撰
等
の
伝
木
は
、
次
の

　
　
と
お
り
で
あ
る
。
▲
続
古
今
集
…
…
正
保
板
本
（
校
註
国
歌
大
系
本
）



但
し
、
本
調
査
に
必
要
な
程
度
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
、
歌
数
の
異
同

等
に
つ
い
て
は
、
「
十
三
代
集
異
同
表
」
（
樋
口
芳
麻
呂
等
編
）
に
よ
つ
て

校
合
し
た
。
▲
新
勅
撰
集
…
…
為
家
本
（
岩
波
文
庫
）
▲
続
後
撰
集
…
…

正
保
板
本
（
校
註
園
歌
大
系
本
）
、
　
工
、
の
他
も
、
大
方
流
布
本
に
よ
る
。

　
　
　
　
第
一
章
　
続
古
今
集
の
成
立
と
撰
者

　
　
　
　
　
靖
一
節
　
成
立
に
関
す
る
略
説

　
為
家
に
続
後
撰
矢
を
撲
ば
し
め
た
後
嵯
峨
院
は
、
再
ひ
正
元
元
年
（
一
二
∴

九
一
に
続
古
今
集
の
撲
進
を
、
同
じ
為
家
（
時
に
六
十
二
才
）
に
命
ぜ
ら
れ

た
。
続
後
撰
奏
覧
の
建
長
三
年
（
二
五
一
）
か
ら
八
年
後
の
こ
と
で
あ
る
、
、

為
家
は
、
父
の
定
家
が
新
吉
今
と
新
勅
撰
と
に
わ
た
り
、
生
涯
に
二
度
ま
で
勅

螢
撰
者
に
な
り
得
た
の
と
同
じ
光
栄
に
浴
し
て
大
い
に
痕
激
し
て
い
る
。
し
か

し
、
三
年
後
の
弘
艮
二
什
．
（
一
二
六
二
）
、
為
家
の
他
に
、
藤
原
基
家
・
同
家
良

・
同
行
家
・
同
光
俊
の
凹
人
が
撰
者
に
加
え
ら
れ
た
。
基
家
は
後
京
枢
摂
政
良

経
の
刀
、
家
良
は
人
納
」
一
一
一
〕
藤
原
思
良
の
勇
、
行
家
は
六
条
藤
家
の
正
三
位
知
家

（
蓮
仁
）
の
男
で
、
詞
花
集
の
撲
者
顕
輔
の
五
代
の
孫
に
あ
た
る
。
光
俊
（
真

に
）
は
二
条
家
と
は
泣
い
親
戚
に
あ
た
る
葉
室
家
の
出
身
で
あ
り
、
汲
承
口
仁

に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
御
子
左
家
に
歌
を
学
ん
だ
が
、
寛
元
四
年
（
二
西

六
）
同
じ
く
定
家
の
弟
子
で
流
っ
た
知
家
と
心
を
合
せ
て
伽
子
左
家
に
叛
旗
を

翻
し
た
者
で
あ
る
。
特
に
こ
の
光
俊
は
鎌
倉
将
軍
宗
尊
親
王
（
後
嵯
峨
帝
皇

　
　
　
　
　
　
一
、
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

子
）
に
と
り
い
っ
て
、
そ
の
歌
道
師
範
と
な
リ
、
関
東
の
威
勢
を
背
景
に
し
て

撰
者
に
加
っ
た
の
で
あ
る
、
こ
れ
ら
「
反
伽
子
左
派
四
人
の
撰
者
迫
加
」
　
（
井

上
宗
雄
「
真
観
を
め
ぐ
っ
て
」
和
歌
文
学
研
究
、
昭
三
二
・
八
リ
と
い
う
新
事

崖
に
対
し
て
、
為
家
は
怒
り
も
し
失
望
も
し
て
、
「
玉
津
島
あ
は
れ
と
見
い
ア
や

我
が
方
は
吹
き
た
え
ぬ
べ
き
和
歌
の
浦
風
」
　
（
玉
葉
雑
五
）
と
詠
じ
、
為
家
の

良
き
パ
ト
ロ
ン
前
太
政
大
臣
実
氏
も
「
代
々
撰
者
皆
秀
逸
を
よ
み
て
ゆ
る
さ
る

今
の
撰
者
の
秀
歌
い
づ
れ
に
か
」
（
源
承
口
伝
・
井
蛙
抄
）
と
非
難
し
て
い
る
、

　
こ
の
撰
者
四
人
の
迫
加
は
、
前
述
の
こ
と
く
止
元
元
年
院
宣
が
為
家
に
下
さ

れ
て
か
ら
三
年
後
の
弘
長
二
年
で
あ
リ
、
続
古
今
奏
覧
は
、
こ
の
弘
長
二
年
か

ら
さ
ら
に
三
年
後
の
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
十
二
月
二
十
六
日
で
あ
っ
た
。

最
初
の
院
宣
か
ら
奏
覧
ま
で
は
実
に
六
年
”
も
費
し
た
こ
と
に
な
る
。
定
家
独

撰
の
新
勅
撰
に
お
い
て
は
、
吏
永
元
仔
エ
ハ
月
十
三
日
（
＝
二
一
二
一
）
勅
介
，
が
下

り
、
三
年
後
の
嘉
禎
元
年
（
二
二
二
五
）
三
月
十
二
日
に
実
貫
的
完
成
日
を
む

か
え
て
い
る
。
　
（
新
勅
撰
の
奏
覧
日
に
関
し
て
は
、
異
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
決
定
的
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
「
新
勅
撰
和
歌
集
」
久
曽
神
昇
、
樋
口
芳

麻
呂
両
氏
校
訂
（
岩
波
文
庫
、
昭
三
六
・
四
二
一
五
）
の
説
に
よ
る
、
）
ま
た

為
家
独
撰
の
続
後
撰
に
お
い
て
は
、
宝
治
二
年
（
二
西
八
）
七
月
二
十
五
日

に
院
宣
が
下
り
、
三
年
後
の
建
長
三
年
（
二
一
■
一
）
十
月
二
十
七
日
に
奏
覧

の
日
を
迎
え
て
い
る
。
続
十
口
今
も
、
も
し
独
撲
な
ら
ば
、
弘
長
二
年
頃
ま
で
に

は
す
で
に
奏
覧
の
は
こ
ぴ
に
な
二
」
い
い
は
、
丁
で
あ
る
。
火
郷
氏
が
指
摘
さ
れ
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『
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

て
い
る
よ
う
に
、
　
（
「
続
古
今
集
の
外
形
を
め
ぐ
っ
て
」
国
語
国
文
研
究
第
十

号
、
昭
三
二
・
四
）
続
市
今
は
、
そ
の
外
形
を
整
え
る
の
に
あ
た
っ
て
、
類
似

の
状
勢
下
に
あ
っ
た
新
古
介
の
先
縦
に
学
ん
だ
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
新
古
今

も
、
建
仁
元
年
（
二
一
〇
一
）
十
一
月
に
後
鳥
羽
院
の
院
宣
が
下
り
、
元
久
二

年
（
一
二
〇
五
）
三
月
二
十
六
日
に
一
お
う
成
立
し
て
い
る
。
そ
の
あ
と
も
切

継
が
行
わ
れ
て
は
い
る
が
、
と
に
か
く
ひ
と
ま
ず
の
奏
覧
ま
で
は
、
続
古
今
の

よ
う
に
六
年
問
も
費
し
た
わ
け
で
な
い
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
も
、
続
古
介

の
五
人
の
撰
者
…
に
は
、
撰
集
事
業
の
進
歩
を
に
ぶ
ら
せ
る
ほ
ど
の
激
し
い
違

和
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
始
め
三
年
問
の
為
家
の
努
力
の
結
果

は
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
な
い
か
な
ど
と
舌
う
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
為
家
以
外
の
四
人
の
撰

者
は
、
果
し
て
す
べ
て
反
御
子
左
派
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
ま
た
六
年
も
の

歳
月
を
か
け
て
成
丸
し
た
続
市
今
は
、
果
し
て
「
見
る
べ
き
価
値
を
有
し
な

い
」
も
の
で
あ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
五
人
の
撰
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
古
今
集
と
各
自
の
独
撰
々
集
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撰
収
関
係
を
中
心
と
し
て

　
為
家
に
よ
る
宗
匠
的
歌
壇
支
配
と
御
子
左
派
の
歌
風
と
に
叛
旗
を
翻
し
た
光

俊
・
知
家
は
、
後
嵯
峨
院
を
は
じ
め
基
家
・
家
良
ら
の
権
門
に
と
り
い
っ
た
。

そ
し
て
、
彼
等
と
御
子
左
派
と
の
対
立
は
、
為
家
・
光
俊
が
相
次
い
で
世
を
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

る
ま
で
約
三
十
年
続
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
そ
う
い
う
箏
実
は
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
続
古
八
、
撰
省
の
内
、
為
家
以
外
は
す
べ
て
、
人
”
関

係
に
お
け
る
派
閥
の
上
で
も
、
歌
風
の
上
で
も
反
御
子
左
派
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
福
田
秀
一
氏
も
、
　
「
鎌
倉
中
期
歌
壇
史
に
お
け
る
反
御
子
左
派
の
活
動

と
業
績
（
上
）
」
（
因
語
と
旧
文
学
、
昭
三
九
・
八
）
に
わ
い
て
、
反
御
子
左
派

の
成
立
と
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
を
こ
の
派
主
催
の
三
歌
合
（
御
子
左
派
を
除

外
し
た
歌
合
）
（
寛
元
四
年
十
二
月
「
春
日
若
営
社
歌
倉
」
．
建
長
八
年
九
月
十
－

三
夜
後
九
条
内
大
臣
基
家
家
「
百
首
歌
含
」
・
文
永
二
年
七
月
二
十
四
日
「
歌

合
当
座
」
）
の
出
詠
者
か
ら
推
測
し
て
、
為
家
以
外
の
撰
者
四
人
を
一
応
反
伽

子
左
派
と
き
め
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
歌
合
の
み
か
ら
、
そ
う
い

う
判
断
を
下
す
こ
と
に
は
、
い
さ
さ
か
疑
問
が
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
知
家
判
の

春
日
若
宮
杜
歌
合
（
寛
元
四
年
十
二
月
）
や
光
俊
判
の
文
永
二
年
（
七
月
二
十

四
日
）
歌
合
に
は
、
御
子
左
派
系
の
人
々
の
み
な
ら
ず
、
基
家
．
家
良
ら
の
貴

顕
は
出
詠
し
て
い
な
い
。
建
長
八
年
基
家
家
百
首
歌
合
に
は
、
御
子
左
家
と
関

係
の
深
い
信
実
お
よ
ぴ
そ
の
一
族
が
出
席
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
は
ど
う

考
え
る
べ
き
か
。
か
り
に
福
田
氏
の
言
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
う

い
う
反
御
子
左
家
の
派
閥
的
グ
ル
ー
プ
が
、
直
ち
に
歌
風
の
上
で
も
反
御
子
左

家
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
更
に
慎
重
に
検
討
さ
れ
ね
ぱ
匁
ら
な

い
。
た
と
え
ぱ
、
そ
う
い
う
、
反
御
子
左
派
の
撰
者
が
多
数
を
占
め
た
は
ず
の

続
古
今
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
三
歌
合
か
ら
、
そ
の
歌
を
採
っ
て
い
る
の
は
、
建



長
八
年
基
家
家
百
首
歌
合
か
ら
の
十
首
の
み
で
、
他
の
二
つ
の
歌
合
か
ら
は
一

首
も
採
っ
て
い
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
少
な
く
と
も
、
彼
谷
の
政
治

的
、
社
会
的
立
場
の
対
立
、
ま
た
人
問
関
係
に
お
け
る
派
閥
的
対
立
を
直
ち
に

歌
風
や
理
念
の
対
立
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
私
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

僕
者
の
私
撰
集
（
万
代
集
・
：
家
良
撰
　
宝
治
二
年
（
二
一
四
八
）
夏
成
立
？

秋
風
集
…
光
俊
撰
　
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
成
立
（
安
井
久
善
氏
説
）
、
雲
葉

集
…
基
家
撰
　
悠
長
五
年
（
二
一
五
三
）
成
立
）
と
続
古
今
と
の
（
ま
た
、
つ

い
で
に
続
後
撰
と
の
）
兎
出
歌
数
を
洲
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
う
い
う
伽
か

ら
彼
等
の
親
疎
関
係
を
今
す
こ
し
川
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
調
査
の
結
火
は
次

表
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一

続
後
撰

（
為
家
撰
）

続
古
今

（
五
人
撰
）

　
　
一
　
Ｂ

　
Ａ
　
　
　
万
代
集
と
一

総
歌
数
ゐ
重
出
歌

（
首
）
一
（
家
良
興
）
一

　
　
　
　
　
　
…

；
一
六
＾
　
洲
一

　
　
　
　
　
４

一
芸
　
　
２
７

ヒ
．
く
一

％

Ｂ
一
Ａ

い独〃
１

■

二二二

一
二
一
一 　

Ｃ

秋
風
集
と

の
重
出
歌

（
光
俊
撰
）

　
　
５
８

７６１

比
率
一
％
一

Ｃ
Ｘ
一

　
■
■
一

２
　
一

４
・

、
．
．
－
．
．
一
一

７
　
一
．

８
・
　
一

　
Ｄ
雲
葉
集
と

の
湛
出
歌
一

（
基
家
撰
）
一

０６！

－
て
．
、
・
．免

Ｄ
一
Ａ３

８
・

　
右
の
表
で
ま
ず
注
目
に
他
す
る
の
は
、
ｏ
続
十
〕
今
と
万
代
と
の
一
致
歌
の
比

率
一
四
・
二
％
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
続
市
今
と
秋
凪
と
の
一
致
炊
の
比
率
八
・

七
％
、
続
古
今
と
雲
葉
と
の
丁
玖
歌
八
・
三
劣
を
は
る
か
に
上
ま
わ
っ
て
い
る

と
い
う
小
実
で
あ
る
。
次
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
◎
続
後
撲
と
万
代
と
の
一

致
歌
の
比
率
が
実
に
二
四
・
Ｃ
％
の
高
率
を
示
し
、
続
後
撲
、
と
秋
風
と
の
一
以

　
　
　
　
　
　
『
続
古
今
集
」
の
基
礎
的
研
究

歌
の
比
率
は
、
さ
す
が
に
わ
す
か
四
・
二
完
と
い
う
低
率
で
あ
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
結
火
は
、
万
代
所
収
歌
の
絶
対
数
が
他
集
の
そ
れ
よ
り
も
圧
倒
的
に

多
い
と
い
う
こ
と
に
原
因
し
て
い
る
と
も
考
え
る
。
そ
う
い
う
点
を
割
引
く
と

し
て
も
、
や
は
り
何
か
の
傾
向
が
う
か
が
え
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず

前
者
ｏ
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ぱ
、
続
市
今
で
は
、
万
代
風
な
、
す
な
わ
ち
家
良

好
み
の
歌
が
、
む
し
ろ
某
家
好
み
や
光
俊
好
み
の
歌
よ
り
も
、
か
な
り
多
く
採

ら
れ
て
い
る
の
で
は
一
、
は
い
か
、
少
な
く
と
も
杣
当
の
比
重
で
採
ら
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
、
次
に
後
者
◎
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
為
家
と
光
俊
と
は
歌
風
の
尚

好
の
上
で
も
碓
か
に
き
ぴ
し
く
丸
立
し
て
い
る
が
、
為
家
と
宗
良
と
の
尚
好
は

そ
ん
な
に
隔
絶
し
た
も
の
で
な
い
ぱ
か
り
か
、
む
し
ろ
親
近
関
係
を
さ
え
認
め

う
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
家
良
は
、
派
閥
的
に
は
ど
う
で
あ
っ

た
に
せ
よ
、
そ
の
尚
好
の
上
で
は
決
し
て
火
伽
子
左
家
風
と
は
断
定
で
き
な
い
。

安
良
臼
身
の
詠
風
は
、
福
山
氏
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
穏
健
で
あ
り
、

仰
子
左
次
風
と
杣
芥
れ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
伽
子
左
家
派
で
も
こ
れ
に
好
意

を
火
川
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
国
語
と
国
文
学
、
昭
三
九
・
八
、
前
引
）
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
家
良
は
、
基
家
と
再
従
兄
弟
の
血
縁
関
係
に
あ
り
な
が
ら
も
、
む
し

ろ
某
家
の
歌
の
表
現
を
難
じ
た
こ
と
が
、
涼
水
の
「
利
歌
口
仁
」
や
二
条
為
世

の
「
利
歌
庭
訓
」
に
も
見
え
る
。
　
「
明
方
の
天
の
と
わ
た
る
月
か
げ
に
う
き
ひ

と
さ
え
や
衣
う
つ
ら
ん
（
基
家
）
是
は
世
に
も
秀
逸
と
忠
へ
る
に
や
。
し
か
る

に
、
衣
笠
内
府
（
家
良
）
、
う
き
人
さ
へ
や
衣
う
つ
ら
ん
と
い
へ
る
、
無
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



　
　
　
　
　
　
『
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

傾
城
か
な
と
侍
け
る
由
、
先
人
語
り
侍
り
き
Ｌ
　
（
源
承
口
伝
）
。
　
そ
う
い
う
衣

良
と
基
家
と
の
違
和
感
は
、
次
に
秦
一
小
す
る
と
こ
ろ
（
続
後
撰
．
万
代
．
秋
風

・
雲
葉
の
各
集
に
入
集
し
た
五
人
の
撰
着
の
谷
歌
敬
）
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に

裏
付
け
ら
れ
る
。

■
１

『
１
■
■

！
　
■
ｉ
　
　
　
　
一
，
１

－

ｉ
ｌ
ｉ
１

一
／

続
後
撰

万
代
集

ノ

－

／
’
一

（
為
家
撰
）

（
家
良
撰
）

１

■

！
一
１
　
■

－

■
　
　
コ
ー
■

■

ｕ
首
一

　
』
首
一

一
為
家
一

１
３

１
２

首

０
１

首

１

　
　
」
　
１
１
　
　
一

■
↓

．
．
．
一

■
－
　
　
　
…
　
　
　
　
　
’
　
　
－
　
　
　
；
↓
■
１

．
鴉
首
一
『

１
＝
１
－
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
一

一
家
阜
４
１

首

■

１
０
首
一

５

首

ｉ

１

－
．

８
首
一

一
基
家
一

Ｏ

首

１
２
首
一

７

首

．
－
；
－
…
－
．
；
－
．
一

■
光
俊
。
０
１

首

－

７

首

Ｏ

首

８

首

１

□

一
行
家
一

・
首
一

一

２

首

８

首
一

１

首

」
１
－

－

■

，
！
１
－
■
，
－
１
－
■
■
一
１
１

ヨ
ー
■
１

　
す
な
わ
ち
、
基
家
撰
の
雲
葉
で
は
、
家
良
の
歌
は
五
首
し
か
採
っ
て
お
ら

ず
、
逆
に
家
良
撰
の
万
代
で
は
、
基
家
の
歌
は
一
首
も
採
っ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
家
良
は
、
五
人
の
撰
者
の
う
ち
で
は
為
家
を
圧
倒
的

に
高
く
評
価
し
、
基
家
に
対
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
光
俊
に
対
し
て
も
、

あ
ま
り
高
く
は
（
少
な
く
と
も
、
為
家
が
か
つ
て
続
後
撰
に
お
い
て
、
基
家
・

光
俊
を
評
価
し
た
ほ
ど
に
も
）
評
価
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。
逆
に
、
基
家
の

家
良
に
対
す
る
評
価
も
低
い
。
が
、
そ
の
基
家
に
し
て
も
、
為
家
に
対
し
て

は
、
（
家
良
が
為
家
を
圧
倒
的
に
高
く
評
価
し
た
ほ
ど
に
で
は
な
い
に
し
て
も
）

為
家
の
方
を
、
光
俊
以
上
に
評
価
し
て
い
る
点
に
注
目
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

い
。
更
に
光
俊
に
な
る
と
、
彼
は
特
に
家
良
を
優
遇
し
、
わ
ず
か
の
差
で
は
あ

る
が
、
家
良
を
為
家
よ
り
も
上
位
に
据
え
て
い
る
。
ゑ
、
し
て
光
俊
の
基
家
に
対

す
る
評
価
も
、
む
し
ろ
為
家
の
基
家
に
対
す
る
評
価
と
大
差
が
な
い
。
な
お
、

光
俊
は
行
家
を
か
な
り
高
く
評
価
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
撰
者
の
具
休
的
な
歌
風
は
、
第
四
章
で
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に

す
る
が
、
以
上
の
如
き
結
果
か
ら
も
、
続
古
今
撰
者
問
の
芥
人
の
尚
好
面
や
、

感
情
而
に
お
け
る
親
疎
関
係
は
、
単
純
に
　
　
た
と
え
ぱ
、
為
家
以
外
は
す
べ

て
反
御
子
左
的
な
ど
と
ー
割
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

本
節
で
は
ま
ず
、
五
人
の
撰
者
問
の
対
立
関
係
に
つ
い
て
の
従
来
の
旧
説
に
修

正
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
二
章
　
続
古
今
集
の
形
態
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
特
に
続
古
今
と
新
勅
撰
・
続
後
撰
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
集
と
の
比
較
を
通
し
て

　
　
　
　
　
第
一
節
　
先
行
勅
撰
集
と
の
一
致
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
の
正
確
度
の
問
題

先
行
勅
撰
集
歌
の
重
出
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
撰
者
の
粗
漏
と
ば
か
り

い
え
な
い
。
し
か
し
一
応
は
そ
の
鍵
集
作
業
の
正
確
度
を
は
か
る
座
標
の
一
つ

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
契
沖
の
「
河
杜
」
富
永
春
部
の
「
撰
集
考
異
」
等
に
よ

り
、
試
み
に
新
勅
撰
・
続
後
撰
・
続
古
今
の
三
集
に
お
け
る
先
行
勅
撰
集
と
の



重
出
欲
を
調
べ
て
、
み
る
と
、

す
る
。
）

次
の
如
一
・
で
あ
る
。
　
へ
調
査
結
梨
の
詳
細
は
省
烙

新
勅
撰
集
に
お
け
る
先
行
勅
撰
集
と
の
、
褒
出
歌

続
後
撰
集
　
　
　
　
〃

続
古
今
集
　
　
　
　
〃

…
８
首

・
５
首

…
１
首

　
こ
の
結
果
か
ら
も
閉
ら
か
な
よ
う
に
、
続
十
ぺ
、
で
は
先
け
勅
撰
災
と
の
重
出

歌
は
、
た
だ
一
首
に
す
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
単
独
撲
の
新
勅
撰
．
続
後
撰
に

比
べ
て
、
続
古
今
の
場
合
は
複
数
撰
者
で
あ
る
が
故
に
目
が
行
き
届
い
て
、
＞
、

う
い
う
ミ
ス
は
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
も
“
、
□
え
・
、
小
う
。
　
（
も
っ
と
も
絞

古
今
の
撰
者
の
う
ち
、
家
良
は
奏
覧
の
前
年
に
没
し
て
い
る
の
１
、
、
こ
う
い
う

編
集
整
理
段
階
で
は
参
与
し
て
い
た
し
。
こ
の
問
題
の
一
首
は
、
す
で
に
新
勅

撰
轟
旅
歌
に
読
人
知
ら
ず
の
歌
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
「
苫
し
く
も
降
来
る
雨

か
三
輸
の
崎
さ
の
の
渡
に
家
も
あ
ら
々
く
に
」
　
（
続
古
今
集
で
・
、
”
轟
旅
歌
〃

に
見
え
る
。
も
と
は
万
葉
巻
三
所
載
の
長
忌
寸
奥
麻
呂
の
歌
Ｊ
と
い
う
有
夕
な

歌
で
あ
る
。
為
家
は
こ
れ
が
す
で
に
父
定
友
撰
の
新
勅
撰
尖
に
採
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
か
ず
、
ま
た
万
葉
に
対
す
る
遣
詣
の
深
か
っ
た
は
す
の
光
俊
ら
も

こ
れ
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
為
家
は
、

弘
長
二
年
、
撰
者
四
人
が
追
加
さ
れ
て
か
ら
立
腹
し
、
意
欲
を
な
く
し
た
事
は

す
で
に
述
べ
た
が
、
「
井
蛙
抄
」
（
雑
談
六
）
に
為
友
の
孫
為
世
の
言
と
し
て

　
　
　
　
　
　
『
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

「
民
部
卿
入
道
、
我
が
撰
進
の
歌
の
外
は
、
二
事
以
上
ス
可
有
申
子
細
と
て
、

口
を
閉
ぢ
侍
り
き
、
、
和
次
評
定
２
い
．
、
治
定
の
箏
も
後
申
改
む
」
と
あ
る
・
、
ぴ
う

に
、
為
家
は
プ
ー
満
を
い
一
」
き
・
、
～
が
ろ
も
、
歌
の
奨
進
に
は
携
わ
二
－
、
む
〔
）
、
編

集
、
評
定
の
市
、
一
丁
に
関
し
て
も
、
景
唆
的
に
は
改
訂
を
申
し
入
れ
だ
り
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
不
満
か
ら
く
る
熱
意
の
な
さ
が
、
こ
う
い
う
結
果

と
な
っ
て
現
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
光
俊
．
り
の
万
葉
学
も
、
そ
れ
ほ
ど

浅
薄
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
い
す
れ
で
あ
る
に
せ
よ
、
続

古
今
に
お
け
る
先
付
勅
撰
集
の
重
出
歌
が
、
た
だ
こ
の
一
首
に
す
き
々
い
と
い

う
こ
と
ば
、
確
か
に
複
汝
撰
者
な
る
が
故
の
見
＾
、
芦
ユ
一
収
獲
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
第
二
鮒
歌
合
と
の
撰
収
関
係

　
　
　
　
　
　
　
－
撰
孜
食
料
の
最
的
問
題
お
よ
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撰
者
勢
力
の
均
衡
－

　
新
勅
撰
・
　
　
　
・
続
古
今
は
、
ン
、
れ
ぞ
れ
の
撲
歌
の
時
代
的
上
限
に
つ
い

て
は
同
じ
方
針
を
採
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
集
と
も
上
古
万
葉
以
来
の
歌

を
撰
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
十
古
以
来
と
い
う
、
い
わ
ぱ
時
代
的
に
は
無
制
以

な
撰
歌
範
囲
の
中
で
、
続
市
八
「
の
撰
歌
資
料
の
多
寡
は
、
他
の
二
集
と
比
較
し

て
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
先
行
文
献
資
料
に
あ
た
っ
て
調
査

さ
れ
ね
ば
言
ｂ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
歌
合
を
中
心
と
し
て
調
査
す

る
。
す
な
わ
ち
、
三
集
は
歌
合
を
撰
歌
次
貝
料
と
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
ど

れ
ほ
ど
多
く
の
歌
合
に
あ
た
り
、
ま
た
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
歌
合
歌
を
採
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
　
　
『
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

る
か
を
調
べ
て
み
た
（
こ
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
半
安
朝
歌
合
大
成
」
（
萩

谷
朴
博
士
著
）
・
「
群
書
類
従
」
・
「
国
歌
大
観
」
・
「
中
世
歌
合
集
」
　
（
谷
山
・
樋

口
編
）
等
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
。
）
結
果
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
新
勅
撰
・
続
後
撰
・
続
古
今
に
採
ら
れ
た
個
々
の
歌
合
名
お
よ
び
そ
の
歌
合

歌
の
一
覧
は
省
略
す
る
。
）

Ａ
総
歌
数

　
　
　
■
卒
払
　
Ｃ
歌
合
篇
数
　
）
比
率
晩
　
Ｃ
一
Ａ

新
勅
撰

＝
二
七
四

６
４
１

６
０
１

９
４

６
３
・

続
後
撰

三
六
八

７
３
１

Ｏ
０
１

８
３
．

続
古
今

一
九
二
五

４
０
２

６
０
．
１

６
８

７
●
４

　
右
の
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
集
に
採
ら
れ
た
歌
合
歌
の
数
は
、
そ
の
絶

対
数
に
お
い
て
は
、
続
古
今
の
二
〇
四
首
が
一
番
多
い
。
し
か
し
、
続
古
今
は
、

す
で
に
そ
の
総
歌
数
レ
り
一
九
二
五
首
が
他
の
二
集
よ
り
多
い
の
で
、
そ
の
総
歌

数
に
対
す
る
歌
合
歌
回
の
比
率
を
求
め
る
と
、
他
の
二
集
と
も
あ
ま
り
大
き
な

相
違
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
歌
合
歌
は
三
集
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
総
歌
数
の
約
一

割
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
歌
合
篇
数
ｏ
に
お
い
て
、
続
古
介
の

そ
れ
は
四
・
七
％
で
あ
り
、
他
の
二
集
の
そ
れ
を
一
．
％
ほ
ど
引
き
離
し
て
い

る
。
こ
れ
も
複
数
撰
者
で
あ
る
が
故
に
、
単
独
撰
者
で
あ
る
場
合
よ
り
も
、
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

多
く
の
歌
合
資
料
に
あ
た
り
得
た
結
果
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
三

集
は
特
に
い
ず
れ
か
の
歌
合
に
対
し
て
偏
向
を
示
し
て
い
な
い
か
を
探
っ
て
み

る
と
、
ま
ず
有
名
な
六
百
番
歌
合
（
建
久
四
年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
歌
合

か
ら
新
勅
撰
は
八
首
、
続
古
今
は
七
首
を
採
っ
て
い
る
の
に
、
続
後
撰
で
は
わ

ず
か
に
一
首
し
か
採
っ
て
い
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
六
百
番
歌
合
は
名
門

九
条
家
の
良
経
が
主
催
し
た
歌
合
で
あ
り
、
新
古
今
歌
壇
を
形
成
す
る
大
き
な

足
場
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
歌
合
か
ら
新
古
今
に
撰
さ
れ
た
も

の
だ
け
で
も
三
十
五
首
も
あ
る
（
峯
岸
義
秋
著
「
歌
合
の
研
究
」
三
省
堂
、
昭

二
九
・
一
〇
）
。
更
に
い
え
ぱ
、
六
百
番
歌
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
新
古
今
風
の
歌

が
多
い
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
新
古
今
的
絢
燗
を
嫌
っ
た
為
家
が
、
こ
の
歌
合

か
ら
一
首
し
か
採
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
平
呪
な
歌
風
か
ら
考
え
る
と
、

む
し
ろ
当
然
の
結
果
と
い
え
よ
う
。
ま
た
同
様
に
、
新
古
今
に
九
十
首
（
有
吉

保
「
千
五
百
番
歌
合
と
新
古
今
和
歌
集
」
国
語
と
国
文
学
、
昭
三
五
・
九
）
も

採
ら
れ
て
い
る
干
五
百
番
歌
合
（
建
仁
元
年
秋
）
か
ら
こ
れ
ら
三
集
へ
の
撰
収

歌
数
を
み
る
と
、
新
勅
撰
で
は
二
十
一
首
（
い
％
）
、
続
古
今
で
は
三
十
八
首

（
川
％
）
な
の
に
、
続
後
撰
は
十
二
首
（
”
％
）
に
す
き
ず
、
こ
こ
で
も
為
家

撰
の
続
後
撰
で
は
新
古
今
風
の
歌
を
嫌
っ
て
い
る
こ
と
の
実
態
が
具
体
的
に
う

か
が
え
よ
う
。
と
同
時
に
、
続
古
今
で
は
六
百
番
歌
合
や
千
五
百
番
歌
合
の

歌
、
特
に
後
者
の
そ
れ
が
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
続
古
今

に
お
け
る
為
家
以
外
の
撰
者
の
尚
好
が
そ
う
さ
せ
た
の
だ
と
考
え
ざ
る
を
得
な



い
。
ま
た
、
全
く
御
子
左
派
の
人
々
を
排
除
し
た
基
家
家
百
首
歌
合
（
建
長
八

年
九
月
十
三
夜
）
か
ら
、
続
古
今
は
十
首
撰
収
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
数

字
は
、
続
古
今
撰
者
Ｈ
に
お
け
る
反
御
子
左
派
の
勢
力
を
示
す
一
つ
の
拠
所
に

な
り
そ
う
に
も
思
え
る
が
、
実
は
こ
の
歌
合
は
す
で
に
続
後
撰
成
立
以
後
の
も

の
だ
か
ら
、
続
後
撰
に
一
首
も
採
ら
れ
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

と
の
比
較
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
同
様
に
反
御
子
左
派
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で

構
成
さ
れ
た
他
の
二
つ
の
歌
合
「
春
日
若
宮
社
歌
合
」
（
寛
元
四
年
十
二
月
）
と

「
歌
合
当
座
」
（
文
永
二
年
七
月
二
十
四
日
）
と
か
ら
は
、
続
古
ム
、
に
全
く
一

首
も
撰
収
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
も
あ
る
。
ま
た
続
古
今
は
将
軍
宗
尊
親

王
家
歌
合
（
弘
長
元
年
七
月
七
日
・
基
家
判
）
か
ら
も
わ
ず
か
三
首
し
か
採
っ

て
い
な
い
。
も
し
も
、
光
俊
ら
が
五
人
の
撰
者
巾
で
圧
倒
的
勢
力
を
も
ち
、
為

家
を
完
全
に
除
外
し
て
撰
集
し
て
い
た
な
ら
ぱ
、
こ
れ
ら
の
歌
合
か
ら
は
も
っ

と
多
く
の
歌
が
採
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
続

古
今
は
や
は
り
五
人
の
撰
者
の
然
る
べ
き
均
衡
の
上
に
成
立
し
て
い
る
と
早
」
□
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
為
家
は
俊
成
・
定
家
と
続
い
た
和
歌
師
範
家
の

伝
統
と
梅
威
と
を
温
存
し
て
い
る
。
こ
れ
に
苅
し
て
、
光
俊
ら
が
多
少
の
異
風

を
唱
え
て
も
、
そ
の
伝
統
と
権
威
と
は
、
　
一
柳
一
夕
に
し
て
崩
れ
去
っ
た
も
の

で
な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
続
古
今
と
い
え
ど
も
、
そ
れ

は
仏
統
的
拘
東
性
の
強
い
勅
撰
集
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
う
い
う
慨
成
勢

カ
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
反
御
子
左
派
の
人
々
の
・
、
｛
り
強
力
な
結
火
と
刷
松

　
　
　
　
　
　
『
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

と
が
要
請
さ
れ
た
の
で
な
い
か
。
に
も
拘
ら
ず
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
続

古
今
五
人
の
撰
者
中
、
為
家
以
外
の
四
人
が
す
べ
て
反
御
子
左
家
的
存
れ
と
い

え
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
し
か
も
、
彼
筈
四
人
の
杣
互
”
に
は
、
必
ず
し

も
丁
玖
し
た
協
力
が
欠
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
三
節
　
部
立
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人
の
撰
者
の
一
人
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
俊
の
墾
言
力
の
限
界
－

　
撲
集
が
そ
の
形
能
一
を
整
え
る
必
．
要
上
、
ま
ず
部
立
の
決
定
に
慎
重
な
考
慮
が

払
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
で
き
る
。
続
古
今
の
部
立
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
家
郷
氏
が
新
古
今
の
部
立
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
が
、

（
「
続
古
今
集
の
外
形
を
め
ぐ
っ
て
」
国
語
国
文
研
究
第
十
号
、
前
引
。
）
こ
れ
を

新
勅
撰
・
続
後
撰
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
続
古
今
の

部
立
は
、
千
載
・
新
古
今
の
部
立
と
比
較
す
る
と
、
四
季
・
恋
・
雑
の
六
部
は

勿
論
の
こ
と
、
残
り
の
離
別
・
衷
傷
・
賀
・
釈
教
・
神
祇
・
轟
旅
の
六
部
も
企

く
共
通
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
部
立
の
順
序
に
前
後
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る

だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
新
勅
撰
と
続
後
撰
は
共
に
十
部
で
、
続
市
今
に
あ

る
離
別
・
衷
傷
の
部
を
合
ま
な
い
。
従
っ
て
、
部
立
の
大
綱
に
つ
い
て
は
、
続

後
撰
の
撰
者
為
家
は
父
の
撰
ん
だ
新
勅
撰
に
依
拠
し
、
続
古
今
の
撰
者
述
は
、

同
じ
複
数
撰
者
で
あ
っ
た
新
古
今
に
依
拠
し
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
、

こ
れ
を
為
家
の
立
場
か
ら
い
え
ぱ
、
為
家
は
部
立
に
つ
い
て
は
他
の
四
人
の
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
　
『
続
古
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集
』
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礎
的
研
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首
の
意
見
に
押
し
き
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
他
の
四
人
の
な
す
ま
ま
に
任
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
そ
う
い
う
部
立
な
ど
に
お
い
て
大
き
な
発

言
権
を
も
持
っ
た
の
は
誰
か
。
井
上
氏
等
の
主
張
さ
れ
た
よ
う
に
、
（
「
真
観
を

め
ぐ
っ
て
」
和
歌
文
学
研
究
第
四
号
、
前
引
）
続
古
今
の
撰
歌
に
お
い
て
主
導

権
を
持
っ
た
の
は
光
俊
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
こ
の
部
立
に
も
光
俊
の
意
見
が
大

き
く
反
映
し
て
い
る
と
見
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
も
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
が
、
神
祇
・
釈
教
の
二
巻
に
あ
る
。
　
（
神
砥
・
釈
教
の
二
巻
を
最

後
の
第
十
九
・
二
十
に
お
か
ず
、
前
半
の
巻
九
・
十
に
も
っ
て
ぎ
た
の
は
、
新

勅
撰
が
最
初
で
、
先
行
の
勅
撰
集
に
は
そ
の
例
を
見
な
い
。
続
後
撰
・
続
古
今

も
こ
の
点
で
は
新
勅
撰
の
例
に
な
ら
っ
た
の
か
、
こ
の
二
巻
を
い
ず
れ
も
巻
九

・
十
、
ま
た
は
巻
七
・
八
に
据
え
て
い
る
。
）
す
な
わ
ち
、
新
勅
撰
・
続
後
撰

・
続
古
今
の
三
集
で
、
こ
の
両
部
を
神
低
・
釈
教
の
順
で
並
べ
て
い
る
の
は
、

古
今
の
そ
れ
に
よ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
新
古
今
に
お
い
て
、
千
載
に
お
け

る
釈
教
・
神
祇
の
順
序
を
逆
に
改
め
た
の
は
、
小
島
吉
雄
博
士
の
言
わ
れ
た
よ

う
に
、
か
な
り
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
変
更
理
由
に
関
し
て
は
古

来
の
文
献
に
説
明
し
た
も
の
が
な
い
が
、
小
島
博
士
の
推
察
さ
れ
た
よ
う
に
、

お
そ
ら
く
釈
教
よ
り
神
祇
を
尊
重
す
る
緒
神
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
「
新

古
今
和
歌
集
の
研
究
」
昭
二
一
）
。
と
こ
ろ
が
、
詳
し
く
言
え
ば
、
父
谷
山
茂
が

言
っ
た
よ
う
に
、
（
「
千
載
和
歌
集
の
研
究
」
昭
三
六
・
三
）
千
載
以
前
の
撰
集

で
は
、
神
低
・
釈
教
の
部
こ
そ
設
け
て
は
い
な
い
が
、
雑
部
に
神
低
・
釈
教
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

一
連
の
歌
を
収
め
る
場
合
、
む
し
ろ
神
祇
・
釈
教
の
順
で
収
め
て
い
た
の
で
あ

り
、
干
載
こ
そ
が
そ
の
先
例
を
破
っ
て
釈
教
・
神
祇
の
順
と
し
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
新
古
今
で
再
ぴ
神
祇
・
釈
教
の
順
と
し
た
こ
と
は
、
復
古
精
神
に
つ

な
が
る
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
光
俊
撰
の
秋
風
で
は
、
実
は

千
載
に
な
ら
っ
て
か
、
釈
教
・
神
祇
と
い
う
順
序
を
採
っ
て
い
る
事
に
注
意
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
続
古
今
に
お
い
て
、
も
し
五
人
の
撰
者
の
う
ち
光
俊
の

罪
言
権
が
独
裁
的
に
強
か
っ
た
な
ら
ぱ
、
彼
は
お
そ
ら
く
神
祇
・
釈
教
の
順
序

に
し
な
い
で
、
秋
風
の
如
く
釈
教
・
神
祇
の
順
序
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
そ
う
い
う
点
で
も
、
続
古
今
撰
進
事
業
に
お
け
る
光
俊
の
強
い
菱
言
権
を

力
説
さ
れ
る
井
上
宗
雄
氏
ら
の
説
は
多
少
修
正
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
光
俊
が

い
か
に
宗
尊
親
王
の
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
を
受
け
、
ま
た
五
人
の
撰
者
中
で
は

か
な
り
強
い
発
言
力
を
持
っ
て
い
た
亡
し
て
も
、
所
詮
は
五
人
の
撰
者
の
内
の

一
人
で
あ
る
。
そ
の
光
俊
だ
け
が
続
古
今
撰
進
の
独
裁
的
主
導
権
を
握
っ
て
い

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
貴
顕
撰
者
基
家
の
意
見
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
続
後
撰
以
来
の
撰
者
為
家
の
意
見
も
相
当
に
大
き
く
聴
き
入
れ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

第
四
節
　
所
収
歌
人
の
員
数

　
新
勅
撰
・
続
後
撰
・
続
古
今
の
各
集
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
歌

人
を
擁
し
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
。



　
続
後
撰
に
わ
い
て
、

ー
ド
し
て
い
る
の
は
、
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襲
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圭
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ハ

圭今
所
収
歌
人
の
員
改
が
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二
九
・
六
完
と
他
の
二
集
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リ

為
家
が
群
小
歌
人
の
歌
を
も
夕
く
採
り
い
れ
た
か
，
ｂ
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．
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Ｂ

歌
数
　
歌
人
総
数

　
　
　
　
　
４

三
畠
　
　
　
８

　
　
　
　
　
３

　
　
　
　
　
７

三
六
八
０
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６
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９
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ｎ
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一
人
平
均

Ａ
一
Ｂ
首

６
３
・４

３
・

■
一

１
４
・

　
　
　
従
っ
て
、
そ
こ
で
は
一
人
あ
た
リ
の
平
均
歌
数
は
三
・
四
首
と
な
る
。

父
定
家
の
我
執
の
独
い
性
格
と
は
異
り
、
温
厚
な
人
物
で
あ
っ
た
為
家
が
、
平

淡
な
歌
風
を
理
想
と
し
、
無
難
な
歌
風
を
好
ん
だ
事
は
、
す
で
に
し
ば
し
ぱ
指

摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
彼
の
尚
好
に
あ
う
歌
と
い
，
元
ぱ
、
今
ま

で
の
著
名
歌
人
の
天
才
的
な
作
よ
り
も
、
む
し
ろ
無
名
の
群
小
歌
人
の
平
凡
な

作
の
申
に
多
く
あ
っ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
「
和
歌
を
詠
ず
る
事
、
必
す
し
も

才
学
に
よ
ら
す
、
た
だ
心
よ
り
お
こ
る
事
と
申
し
た
れ
ど
も
、
稽
市
な
く
て
は

ー
ヒ
手
の
お
ぼ
え
と
り
が
た
し
」
（
詠
歌
一
体
）
と
い
う
為
家
の
こ
と
ぱ
は
、
彼

の
凡
人
稽
古
主
義
の
立
場
を
示
す
の
に
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
続
後
撰
に
わ

い
て
、
為
家
が
そ
う
い
う
群
小
作
家
の
歌
を
少
し
ず
つ
多
人
数
に
わ
た
っ
て
採

つ
た
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
彼
の
理
念
的
方
向
だ
け
か
ら
は
考
え
ら
れ
な

　
　
　
　
　
　
『
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い
。
そ
こ
に
は
作
品
の
問
題
よ
り
も
、
惰
実
的
な
問
題
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
す
む
わ
ち
、
政
治
的
権
力
の
座
か
ら
の
注
文
が
あ
る
ま
ま
に
、
或
い
は

入
集
を
切
望
す
る
人
々
の
懇
請
が
あ
る
ま
ま
に
、
作
品
の
優
劣
は
し
ぱ
ら
く
お

い
て
も
、
乞
わ
れ
る
ま
ま
に
撲
ぴ
入
れ
る
と
い
う
ふ
う
な
お
そ
れ
が
、
独
撰
の

場
合
、
よ
ほ
ど
し
っ
か
り
し
た
撰
者
で
な
い
か
き
り
、
あ
リ
や
す
か
っ
た
か
と

も
思
わ
れ
る
。
臼
我
の
強
い
定
家
で
さ
え
も
、
新
勅
撲
に
わ
い
て
、
政
治
的
圧

力
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
情
実
で
い
れ
た
歌
が
相
当
に
あ
る
こ
と
は
、
（
定
家
は

新
勅
撰
に
お
い
て
貴
顕
の
干
渉
を
排
除
し
ぎ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
明
月
記
に
も

告
白
し
て
い
る
）
そ
の
一
人
あ
た
り
平
均
三
・
六
首
と
い
う
、
続
後
撰
と
あ
ま

り
か
わ
ら
な
い
数
値
に
よ
っ
て
も
証
削
さ
れ
る
。
し
か
し
、
続
古
今
で
は
五
人
の

撲
者
閉
に
違
和
悠
が
あ
っ
た
た
め
、
却
っ
て
そ
う
い
う
情
実
を
認
め
あ
う
こ
と

な
／
＼
互
に
牽
制
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
ま
た
ま
そ
の
弊
を
免
れ
て
い
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
か
り
に
そ
う
い
う
ふ
う
に
見
る
の
は
う
が
ち
過
き

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
続
古
今
は
や
は
り
五
人
の
撰
者
に
よ
っ
て
精
撰
さ
れ
た
が

故
に
し
ぜ
ん
凡
庸
歌
人
の
凡
作
は
捨
て
ら
れ
て
才
量
の
あ
る
歌
よ
み
の
秀
歌
が

多
く
採
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
ま
た
所
収
歌
人
数
の

比
率
は
他
の
二
集
よ
り
も
低
く
、
一
人
あ
た
り
の
平
均
歌
数
は
多
い
と
い
う
現

象
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ぱ
、
続
古
今
は

や
は
り
複
狐
撰
者
で
あ
っ
た
こ
と
の
長
所
を
、
こ
う
い
う
一
面
に
お
い
て
も
允

揮
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



『
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

　
　
　
　
第
三
章
　
続
古
今
集
の
質
的
考
察

　
　
　
　
　
第
一
節
多
数
入
撰
者

　
新
勅
撰
・
続
後
撰
・
続
古
今
の
三
集
に
お
い
て
、
ど
う
い
う
歌
人
の
歌
が
、

ど
う
い
う
比
重
で
入
集
し
て
い
る
か
を
調
べ
て
見
る
と
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

１２３４５６７８９
１
０

新
　
勅

撰

続

後

撰

家
　
　
隆

胤
定

家
４
３

）首（

続
　
古

今

　
　
　
　
　
　
）

宗
尊
親
王
　
６
７
首

　
　
　
　
　
　
（

良麦イ

経

３
６

実
　
　
氏

３
５

成

３
５

公
　
　
経

３
０

慈実

円朝

７２５２

道

家

２
５

俊

成

２
９

実定

氏家

１６６５

良
　
　
経

２
８

後
嵯
峨
院

５
４

後
鳥
羽
院

土
御
門
院

７２６２

後
鳥
羽
院

為

家

９４４４

後
嵯
峨
院

２
３

家
　
　
隆

４
１

雅
　
　
経

２
０

慈

鎮

２
２

土
御
門
院

３
８

相

模

１
８

実
　
　
氏

１
７

知
　
　
家

１
９

噴ハ

徳

院

３
５

．
豹道

隆
．
』家

１
８

知
　
　
家

３
２

　
右
の
表
は
三
集
の
多
数
入
撰
者
を
第
１
０
位
ま
で
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

こ
か
ら
も
三
集
の
偏
向
な
り
撰
者
の
態
度
な
り
を
あ
る
程
度
ま
で
う
か
が
う
こ

二
八

と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
ま
ず
三
集
に
お
け
る
こ
れ
ら
ベ
ス
ト
ー
Ｏ
の
缶
個
人
の
入
撰
歌
数
を
み
る
と
、

続
市
今
の
各
個
人
の
入
撰
歌
数
は
他
の
二
集
の
そ
れ
に
比
べ
て
は
る
か
に
多

い
。
こ
の
こ
と
は
、
前
節
で
述
べ
た
個
人
あ
た
り
の
平
均
入
集
歌
数
の
場
合
と

符
合
す
る
。
次
に
、
続
古
今
に
お
い
て
は
前
二
集
で
ベ
ス
ト
ー
Ｏ
に
入
っ
て
い
た

九
条
家
系
の
良
経
・
慈
円
・
道
家
の
三
者
が
後
退
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

藤
平
春
男
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
勅
撲
に
は
、
定
家
と
直
接
、

間
接
に
関
係
の
あ
る
人
々
の
歌
が
多
く
、
特
に
新
勅
撲
に
始
め
て
撰
入
さ
れ
た

歌
人
に
は
、
定
家
と
私
交
の
あ
る
者
が
多
い
（
「
新
勅
撰
和
歌
集
の
歌
風
を
め
ぐ

っ
て
」
和
歌
文
学
研
究
第
九
号
）
。
定
家
は
特
に
九
条
家
・
西
園
寺
家
の
人
々
と

親
し
く
、
前
掲
の
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
新
勅
撰
で
は
、
彼
等
す
な
わ
ち

良
経
・
慈
円
・
道
家
（
九
条
家
）
、
公
経
・
実
氏
（
西
園
寺
家
）
の
歌
は
御
子

左
家
の
鼻
祖
俊
成
と
共
に
ベ
ス
ト
ー
Ｏ
に
は
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
続

後
撰
で
も
大
体
に
継
承
さ
れ
て
い
た
の
に
、
続
古
今
で
は
特
に
九
条
家
の
人
々

が
俊
成
と
共
に
一
挙
に
ベ
ス
ト
ー
Ｏ
か
ら
脱
落
し
て
い
る
。
　
（
続
古
今
撰
者
中
に

は
、
九
条
家
の
碁
家
が
加
っ
て
い
る
の
に
、
こ
れ
は
一
寸
不
思
議
な
現
象
と
も

見
ら
れ
る
。
）
し
か
し
、
こ
れ
も
続
古
今
は
五
人
の
撰
で
あ
る
が
故
に
、
定
家
・

為
家
と
継
承
さ
れ
た
九
条
家
偏
重
の
風
が
、
是
正
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
九
条
家
出
身
の
基
家
自
身
の
入
撰
に
つ
い
て
は
ま
た
逆
に
顕

著
な
偏
向
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
勅
撰
が
成
立
し
た
時
、
基
家
は
３
２
才
、
す
で



に
歌
人
と
し
て
の
修
練
も
貨
格
も
十
分
に
で
き
て
い
た
は
ず
の
年
令
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
父
良
経
・
兄
泣
家
・
一
族
の
慈
口
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ス
ト
ー
０
に
入

っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
家
の
み
は
ど
う
し
た
こ
と
か
新
勅
撰
に
一

首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
九
条
家
一
般
の
人
々
に
対
し

て
は
好
意
的
で
あ
っ
た
定
家
で
あ
る
の
に
、
こ
の
基
家
に
対
し
て
だ
け
は
、
随

分
と
き
ぴ
し
く
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
所
に
は
、
や
は
り
定
家
の
激
し
い

気
性
の
一
面
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
基
家
も
こ
の
頃
を
起
点
に
し
て
、
何

か
合
む
と
こ
ろ
が
あ
り
、
反
御
子
左
派
的
能
一
度
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も

知
れ
ぬ
。
ま
た
こ
の
基
家
は
再
従
兄
弟
の
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
家
良
と
仲
が

悪
か
っ
た
こ
と
は
第
一
市
第
二
節
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
定
家
は
そ
の
家

良
（
当
時
４
３
才
）
の
歌
は
新
勅
撰
に
も
七
首
採
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
為
家

は
、
父
定
家
と
基
家
と
の
不
利
を
意
識
し
て
か
意
識
し
な
く
て
か
、
続
後
撰
に

そ
の
某
家
の
歌
を
も
八
首
採
っ
て
い
る
。
　
（
家
良
の
続
後
撰
入
撰
歌
は
一
四

首
。
）
こ
こ
に
も
為
家
の
穏
健
な
人
柄
が
う
か
が
え
そ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
続

十
口
今
に
な
る
と
、
基
家
二
十
一
首
、
家
良
二
十
六
首
と
歌
数
の
上
で
は
家
良
の
方

が
や
や
依
然
と
し
て
多
く
入
撲
し
て
い
る
が
、
前
集
、
前
々
集
に
お
け
る
入
撰

歌
と
比
較
し
て
み
る
と
、
穴
良
よ
り
も
某
家
の
方
が
入
撰
増
加
率
は
高
い
。
こ

の
よ
う
な
点
で
も
、
む
し
ろ
続
古
今
が
五
人
の
撲
で
あ
る
が
故
に
、
定
家
以
来

の
偏
見
を
是
正
し
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
続
古
今
で
は
入
撲
歌

数
第
一
位
者
が
宗
尊
親
工
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
諸
家
の
指
摘
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
『
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

く
大
い
に
注
目
す
べ
き
所
で
あ
る
。
続
占
介
奏
覧
当
時
の
親
工
は
、
二
十
四
・

五
才
の
青
年
に
す
き
な
い
。
そ
の
若
い
彼
の
歌
が
、
実
氏
・
定
家
ま
た
は
三
上

皇
の
入
撰
率
を
お
さ
え
て
第
一
位
に
わ
ど
り
で
た
の
は
、
当
人
の
実
力
の
然
ら

し
め
た
こ
と
の
他
に
、
や
は
り
光
俊
・
基
家
ら
の
推
挙
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
ま
た
直
ち
に
続
古
今
の
風
格

は
宗
尊
親
王
風
、
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
風
が
中
核
を
な
し
て
い
る
な
ど
と
考
え

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
新
十
口
八
「
に
お
い
て
西
行
の
歌
が
最
も
多
く

採
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
新
古
今
は
西
行
調
で
あ
る
な
ど
と
一
一
一
、
〕

え
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
続
古
今
の
性
格
や
風
格
の
具
体
的
内
容
に
関
し
て

は
、
更
に
第
二
節
に
お
い
て
個
々
の
歌
に
即
し
て
吟
味
す
る
が
、
こ
の
節
で
は

ま
す
三
集
の
多
数
入
撰
者
を
通
覧
し
て
、
続
古
今
は
複
数
撰
者
で
あ
っ
た
為

か
、
新
勅
撰
・
続
後
撰
と
続
い
た
偏
向
の
若
干
を
是
正
し
え
て
い
る
点
を
指
摘

し
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
続
古
今
の
性
格
・
歌
風

　
続
古
今
に
お
け
る
各
時
代
別
作
者
の
歌
の
撲
収
状
態
を
調
べ
て
み
る
こ
と

は
、
ま
た
本
集
の
性
格
な
り
歌
風
な
り
を
、
客
概
的
に
把
握
す
る
一
つ
の
手
が

か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
各
時
代
別
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
を
あ
ま
り
に
細
か
に

時
代
分
け
を
し
た
の
で
は
、
ま
た
恵
味
が
な
く
な
り
そ
う
な
の
で
ひ
と
ま
ず
和

歌
史
に
お
け
る
主
要
な
三
大
時
代
区
分
、
即
ち
、
万
葉
・
古
今
・
新
古
今
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
　
一
、
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

三
時
代
に
限
定
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
歌
と
歌
人
が
、
ど
う
い
う
比
重
で

も
っ
て
続
古
今
に
採
ら
れ
て
い
る
か
を
、
新
勅
撰
・
続
後
撰
の
二
集
と
比
較
し

な
が
ら
検
討
し
て
見
よ
う
。

　
　
　
　
－

万
葉
歌
人
／
一

　
家
　
　
持

人赤

麿人

合

計

新
勅
撰４６

ｎ
■
一１

２

　
　
　
’

続
後
撰
一
続
古
今

　
　
　
一

ピ
　
一
　
８

　
１
　
　
　
　
　
　
６

　
１
↓
　
　
　
　
　
　
　
２

　
４
　
　
　
　
　
　
９

　
１
８
　
　
　
４
３

に
、
何
ら
か
の
傾
向
を
探
る
こ
と
は
多
分
に
危
険
性
を
は
ら
む
が
、

意
抽
出
法
に
よ
る
統
計
と
し
て
こ
の
計
数
も
あ
る
程
度
の
信
頼
性
を
持
つ
で
あ

ろ
う
。
ま
ず
続
古
今
に
お
け
る
人
麿
・
赤
人
・
家
持
三
者
の
歌
の
合
計
は
、
先

行
二
集
の
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
二
倍
か
ら
四
倍
の
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。
こ

れ
を
個
人
別
に
見
る
と
、
特
に
人
麿
歌
の
増
加
率
が
大
き
く
、
続
古
今
の
そ
れ

は
、
新
勅
撰
の
そ
れ
の
約
い
倍
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
続
古
今
は
万

葉
歌
人
及
ぴ
万
葉
的
歌
風
に
対
し
て
、
他
の
二
集
よ
り
も
す
こ
ぶ
る
好
意
的
で

あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
ひ
と
ま
ず
宗
尊
親
王
及
ぴ
そ
の
師
光
俊
ら
の
万
葉
尊

重
を
直
接
的
に
反
映
し
て
い
る
所
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
次
表
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
光
俊
は
彼
の
私
撰
し
た
秋
風
で
は
、
特
に
万
葉
時
代
の
歌

　
蜘
　
ま
す
万
葉
時
代
の

主
要
歌
人
の
歌
は
、
こ
れ

ら
三
集
に
お
い
て
ど
う
い

う
比
重
で
採
ら
れ
て
い
る

か
。　

上
掲
の
三
歌
人
の
み
の

入
撰
歌
数
の
多
寡
の
問

　
　
　
　
　
　
一
種
の
任

三
〇

を
重
視
し
た
と
い
う
べ
き
傾
向
を
示
し
て
い
な
い
。

７
■
　
、
ノ

Ａ

Ｂ
（
首
）

％
一

Ｃ
（
首
）

／
■
ノ

ノ

一
■
；
－
／
総
歌
数

赤
人
の
歌

Ｂ
一
Ａ

一
家
持
の
歌
一

１

■

７
０

８
一

…

一
秋
風
集

三
套

６
　
　
一

０
・
一

１
一
８
一

１

１
　
一
〇
・
一

］

１

■

「
　
　
…
　
　
　
■
　
　
■
　
；

－
　
！

’

一
　
１

■
一
」

２

…
ハ
八

８
　
一

続
後
撰
集

４

３

●

０

１

０
・
　
一

一

■

■

何
の
他
律
的
拘
束
を
も
受
け
る
こ
と
の
な
い
は
す
の
私
撰
集
で
あ
る
の
に
、

そ
の
秋
風
に
お
い
て
万
葉
を
一
つ
の
旗
じ
る
し
に
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
光
俊

が
、
万
葉
の
歌
を
続
後
撰
程
度
に
し
か
撰
入
し
て
い
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と

か
。
（
為
家
の
万
葉
許
容
度
は
い
う
ま
で
も
な
く
低
い
。
そ
の
こ
と
は
続
後
撰

中
の
万
葉
歌
の
数
に
も
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
）
こ
う
い
う
点
か
ら
考
え
る

と
、
光
俊
が
万
葉
を
旗
じ
る
し
に
し
た
と
い
う
旧
説
は
、
む
し
ろ
誤
り
で
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ぱ
、
続
古
今
で
万
葉
歌
を
多

く
採
ろ
う
と
し
た
の
は
、
む
し
ろ
基
家
か
行
家
あ
た
り
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
光
俊
ら
が
派
閥
的
に
反
御
子
左
家
、
特
に
反
為
家
的

立
場
を
強
く
主
張
し
た
ほ
ど
に
は
、
そ
の
実
際
の
歌
風
に
反
御
子
左
的
要
素
を

認
め
が
た
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
。
更
に
い
え
ば
、
光
俊
ら
は
歌
風
の
上

で
も
何
ら
か
の
形
で
御
子
左
派
へ
の
反
抗
の
旗
じ
る
し
を
掲
げ
た
か
っ
た
。
或

い
は
そ
れ
を
掲
げ
る
こ
と
に
焦
慮
し
た
と
い
う
形
跡
さ
え
が
見
ら
れ
る
。
ま
た



そ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
続
古
Ａ
．
撰
逃
に
あ
た
っ
て
も
、
と
に
か
く
万
葉
に
檸
し

て
は
、
万
葉
の
歌
を
や
や
多
く
採
っ
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
に
終
っ
て
い
る
の

で
な
か
ろ
う
か
。
光
俊
ら
も
本
貫
的
に
は
、
沈
滞
し
だ
、
献
壇
に
万
葉
に
よ
る
新

風
を
送
り
こ
む
ほ
ど
の
独
自
∴
ド
｝
と
力
量
と
斤
、
持
ち
合
わ
レ
、
一
、
一
、
い
な
か
っ
払
」
の
で

ぱ
な
い
か
。

　
し
か
し
、
単
に
狐
量
的
な
旭
の
み
か
ら
で
は
だ
く
、
新
勅
按
・
続
後
姶
、
一
．
続

吉
今
に
採
ら
れ
て
い
る
万
葉
歌
人
の
歌
は
賃
的
に
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
如
」
わ

を
具
休
的
に
吟
味
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
、

　
一
、
新
勅
幾
に
採
ら
れ
て
い
る
万
葉
主
要
歌
人
の
許

　
０
　
白
露
と
秋
の
花
と
を
こ
き
ま
せ
て
わ
く
こ
と
か
た
き
わ
が
心
か
た
一
。
朴

　
　
　
上
・
…
二
・
人
麿
）

　
◎
　
あ
し
ひ
き
の
山
し
た
風
は
吹
か
ね
ど
も
君
が
来
ぬ
夜
は
か
ね
一
、
寒
し
・
む

　
　
　
　
（
恋
・
四
八
六
二
・
人
麿
）

　
６
　
山
も
と
に
雪
は
降
り
つ
つ
し
か
す
か
に
こ
の
川
柳
も
、
一
ん
に
け
る
か
も

　
　
　
　
（
春
上
二
三
・
赤
人
）

　
ｅ
秋
萩
の
う
つ
ろ
ふ
お
し
と
鳴
く
鹿
の
声
聞
く
山
に
も
、
み
ぢ
し
に
け
り

　
　
　
　
（
秋
下
・
三
Ｃ
二
．
家
持
）

　
二
、
続
後
撰
に
採
ら
れ
て
い
る
万
葉
主
要
歌
人
の
歌

　
一
い
一
天
の
川
霧
た
ち
わ
た
る
七
夕
の
雲
の
衣
の
か
へ
ろ
袖
か
も
、
（
．
秋
上
．
二
三

　
　
　
　
・
人
麿
）

　
　
　
　
　
　
　
一
．
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

ろ
　
あ
し
引
の
山
田
の
ひ
た
の
ひ
た
ぶ
る
に
忘
る
る
人
を
驚
か
す
か
な
（
恋

　
　
　
・
五
九
八
八
・
人
麿
）

Ｇ
　
一
と
せ
に
た
だ
今
宵
こ
そ
七
夕
の
天
の
一
沢
原
に
わ
た
ろ
と
い
、
一
〃
た
れ

　
　
　
（
秋
・
下
二
四
四
・
赤
人
）

ｃ
　
秋
霧
に
妻
ま
ど
は
せ
る
雁
が
ね
の
雲
が
く
れ
行
く
声
の
き
こ
ゆ
ろ
（
秋

　
　
　
中
・
三
〇
二
・
家
持
）

三
、
続
古
今
に
採
ら
れ
て
い
る
万
葉
主
婁
歌
人
の
歌

争
　
萩
の
花
散
ら
ば
惜
し
け
む
秋
の
雨
し
ば
し
な
降
い
ノ
一
〆
、
色
ｏ
っ
く
↓
寸
二
、
、

　
　
　
（
秋
上
二
…
二
・
人
麿
）

　
６
　
こ
の
山
の
嶺
に
ち
か
し
と
わ
が
見
つ
三
山
戸
あ
．
空
入
」
ろ
恋
も
ノ
、
、
一
ハ
與
か
な

　
　
　
（
恋
・
二
〇
五
七
・
人
麿
）

　
６
山
の
端
に
月
の
い
さ
よ
ふ
夕
ぐ
れ
は
檜
原
が
う
へ
も
霞
み
わ
・
７
こ
れ
り

　
　
　
（
春
上
・
四
Ｃ
・
赤
人
）

　
○
　
う
ば
玉
の
夜
は
ふ
け
ぬ
ら
し
王
く
し
げ
ふ
た
か
み
山
に
£
か
た
ぶ
き
ぬ

　
　
　
（
秋
上
・
四
三
丁
家
持
）

　
∴
上
の
如
く
に
列
挙
し
て
見
る
と
、
い
ぷ
、
ラ
れ
も
一
応
万
葉
調
に
近
い
歌
を
迂

ん
で
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ぱ
同
じ
く
秋
歌
に
し
て
も

「
白
露
と
秋
の
花
と
を
こ
き
ま
せ
て
■
」
い
、
　
「
鳴
く
鹿
の
声
聞
く
山
は
も
み
ぢ

し
に
け
り
」
Ｈ
、
一
雲
の
衣
の
か
へ
る
袖
か
も
」
い
、
一
．
雲
が
く
れ
ゆ
く
声
の

き
こ
ゆ
る
」
に
等
は
多
分
に
古
ム
．
．
的
発
想
や
姿
詞
に
似
て
い
る
の
に
六
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
　
　
　
『
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

「
萩
の
花
散
ら
ぱ
惜
し
け
む
」
何
、
　
「
玉
く
し
げ
二
上
山
に
月
か
た
ぶ
き
」
向

箏
は
、
い
か
に
も
万
葉
の
五
七
調
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
恋
歌
に
し
て
も
、

特
に
同
り
な
ど
三
旬
切
で
は
な
い
が
、
三
句
切
に
似
た
調
べ
を
持
っ
て
い
る
の

に
、
旧
は
む
し
ろ
二
句
切
に
近
い
調
べ
を
温
存
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

概
し
て
い
え
ぱ
、
三
集
の
う
ち
で
は
続
古
今
の
そ
れ
が
、
い
か
に
も
万
葉
調
ら

し
い
歌
を
採
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
回
　
古
今
時
代
の
主
要
歌
人
の
歌
は
ど
う
い
う
比
重
を
も
っ
て
三
集
に
採
ら

れ
て
い
る
か
。
ま
ず
、
数
量
的
に
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

■

新
勅
撰

続
後
撰

続
古
今

新
勅
撰

続
後
撰

続
古
今

６
１

小
　
　
町

６

４

８

２
１

友
　
　
則

Ｏ

Ｏ

２

一
業
　
平
７
一
７
　
　
■

５

忠
　
　
苓

１

３

３

一
実
　
方

∴
・

３

（
各
歌
の
吟
味
は
省
略
す
る
。
）

　
○
　
新
古
今
時
代
の
主
要
歌
人
の
歌
は
ど
う
い
う
比
重
で
、
三
集
に
採
ら
れ

て
い
る
か
。

　
ま
ず
、
次
の
表
の
範
胴
内
で
い
え
ぱ
、
新
勅
撰
に
お
い
て
後
鳥
羽
院
の
歌
を

一
首
も
採
っ
て
い
な
い
の
は
、
当
時
の
政
治
的
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

決
し
て
撰
者
定
家
の
理
念
的
偏
向
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
　
（
新
勅
撰
に
お
い

三
二

。
」
二
集
へ
の
一
４
鰍
新
勅
撰

■

続
後
撰

続
古
今

新
勅
撰

続
後
撰

続
古
今

歌
人
／
１
一
■
」
　
　
　
　
　
　
■

一
　
１
１
　
　
　
■
－
　
　
１
　
　
　
　
　
一

－
　
　
　
■
■
－
」
■
　
１
　
　
　
　
■
　
１
－

１
６
■
■
一
　
　
　
－
－
１
　
　
」
；
　
　
　
■
■

■
■
；
１
■
■
■
■

後
鳥
羽

Ｏ

７２

９
一
４

定
家
５
１

３

６

４

５

家
隆

慈
円

７

２

１

２

２

１

雅
経

・
・
丁

４
１
　
１

西
行
４
１

３１
一
０
１

；
■
■
－
－
　
　
■
　
　
■
　
　
　
　
　
一
一
　
　
－

■
－
－

通
具

３

１

４

有
家

４

３

７

式
子

－
－
ｉ
－
一
　
■

４

内
親
王

１

５
１

９
一

良
経

６

８

８

」

３

２

２

て
、
後
鳥
羽
上
皇
の
歌
が
一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
周
知
の
ご
と
く
時

の
政
治
情
勢
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
定
家
の
意
志
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

承
久
の
乱
の
責
任
者
と
し
て
後
鳥
羽
・
士
御
門
・
順
徳
の
三
上
皇
の
歌
は
、
新

勅
撰
時
代
の
為
政
者
の
強
力
な
指
図
に
よ
っ
て
、
入
集
を
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
）
ま
た
、
新
勅
撰
で
定
家
の
歌
が
十
五
首
に
過
き
な
い
の
は
、
撰
者
自
身
の

遠
慮
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
両
者
を
除
い
て
言
え
ぱ
、
続

後
撰
に
お
い
て
数
量
的
に
新
古
今
歌
人
の
歌
を
新
勅
撰
以
上
に
優
遇
し
て
い
る

の
は
、
た
だ
式
子
内
親
王
一
人
に
す
き
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
続
後
撰
撰
者
為

家
が
新
古
今
風
を
敬
遠
し
た
こ
と
の
必
然
的
な
結
果
と
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で

続
古
今
に
お
い
て
も
、
新
古
八
「
歌
人
の
歌
に
対
し
て
は
、
数
量
的
に
は
大
方
続

後
撰
撰
者
の
撰
収
率
と
大
差
が
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
家
隆
・
雅

経
．
通
具
・
有
家
ら
の
歌
に
対
す
る
撰
収
率
は
、
続
後
撰
の
そ
れ
（
時
に
は
新



勅
撰
の
そ
れ
）
を
桐
当
に
修
正
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
・
後
鳥
羽

院
と
定
実
と
の
歌
に
対
し
て
は
、
続
十
口
今
の
撰
収
率
は
続
後
撰
の
そ
れ
を
は
る

か
に
越
、
”
凡
て
い
る
。
一
〆
、
う
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
確
か
に
続
古
今
が
為
家
の
独
摂

で
な
か
っ
た
市
、
一
，
の
反
映
が
あ
り
、
ま
た
、
続
十
口
今
に
お
け
る
新
古
今
の
貫
的
復

活
を
も
暗
示
す
る
も
の
が
あ
る
。
ゑ
、
う
い
う
数
量
的
な
傾
向
を
念
頭
に
お
き
な

が
ら
、
更
に
三
実
に
採
ら
れ
た
新
古
今
主
要
歌
人
の
歌
を
具
休
的
に
例
示
し
・

貫
的
に
吟
味
し
て
み
よ
う
。

　
一
、
新
醐
撲
に
採
ら
れ
て
い
る
新
古
今
主
要
歌
人
の
欲

　
イ
　
名
も
し
る
し
峯
の
嵐
も
雪
と
降
る
山
桜
戸
の
あ
け
ぼ
の
の
空
（
春
下
．

　
　
　
九
四
・
定
家
）

　
口
　
来
ぬ
人
を
松
帆
の
浦
の
夕
な
ぎ
に
焼
く
や
藻
塩
の
身
も
こ
が
れ
っ
つ

　
　
　
（
恋
・
三
八
至
・
定
家
）

　
ハ
　
ふ
み
わ
け
む
物
と
も
見
、
ヲ
札
ず
朝
ぼ
ら
け
竹
の
端
山
の
霧
の
下
露
（
秋
上

　
　
　
・
二
七
九
・
家
降
）

　
二
　
寂
し
き
は
い
っ
も
な
が
め
の
も
の
な
れ
ど
雲
間
の
峰
の
雪
の
あ
け
ぼ
の

　
　
　
（
冬
・
聖
：
・
良
経
）

ホ
　
ぎ
え
か
へ
り
く
れ
ま
つ
袖
ぞ
し
ほ
れ
ぬ
る
お
き
つ
る
人
は
つ
ゆ
な
ら
ね

　
　
ど
も
（
恋
三
・
八
一
四
・
酉
行
）

二
、
続
後
撰
に
採
ら
れ
て
い
る
新
十
口
今
主
要
歌
人
の
歌

　
　
心
あ
て
に
わ
く
と
も
わ
か
じ
梅
の
花
散
り
か
ふ
里
の
春
の
あ
わ
雪
（
春

　
　
　
　
　
　
『
続
古
今
集
」
の
基
礎
的
研
究

　
　
上
・
二
六
・
定
家
）

ろ
　
わ
が
袖
に
む
な
し
山
ざ
浪
は
か
け
阜
、
め
つ
契
り
も
知
ら
ぬ
レ
ニ
一
の
浦
風

　
　
（
恋
一
・
六
完
・
定
家
）

ま
　
少
女
子
が
袖
ふ
る
山
の
た
ま
か
づ
ら
乱
れ
て
な
び
く
秋
の
白
露
（
秋
上

　
　
・
二
六
〇
・
家
隆
）

こ
　
天
の
河
氷
を
む
す
ぶ
岩
波
の
く
だ
け
て
散
る
は
あ
ら
れ
な
り
け
り
（
冬

　
　
．
四
九
五
・
良
経
）

、
工
　
か
ら
衣
た
ち
は
な
れ
に
し
ま
ま
な
ら
ば
重
ね
て
も
の
は
思
は
ざ
ら
ま
し

　
　
（
恋
三
・
八
竃
・
西
行
）

三
、
続
古
今
に
採
ら
れ
て
い
る
新
古
今
主
要
歌
人
の
歌

ａ
　
名
に
た
か
ぎ
天
の
か
ぐ
山
け
ふ
し
こ
そ
雲
居
に
か
す
め
春
や
ぎ
ぬ
ら
む

　
　
（
春
上
・
一
・
定
家
）

ｂ
　
か
ぎ
り
な
く
ま
だ
見
ぬ
人
の
恋
し
ぎ
は
昔
や
深
く
契
り
お
き
け
む
（
恋

　
　
一
・
九
蓋
・
定
家
）

ｃ
　
筑
波
嶺
の
山
鳥
の
尾
の
ま
す
鏡
か
け
て
出
で
た
る
秋
の
夜
の
月
（
秋
上

　
　
．
三
八
八
・
家
隆
）

ｄ
　
池
水
を
い
か
に
嵐
の
吹
ぎ
分
け
て
氷
れ
る
ほ
ど
の
こ
ほ
ら
ざ
る
ら
む

　
　
（
冬
・
六
三
・
良
経
）

ｅ
　
袖
の
上
の
人
目
知
ら
れ
し
折
ま
で
は
み
さ
を
な
り
け
る
わ
が
涙
か
な

　
　
（
恋
一
・
一
〇
二
九
・
西
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



　
　
　
　
　
　
『
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

ま
す
・
新
勅
撰
に
お
け
る
定
家
の
歌
は
、
四
季
歌
に
せ
よ
恋
歌
に
せ
よ
、
そ

の
自
撰
歌
で
あ
る
だ
け
に
彼
の
晩
年
の
庶
幾
す
る
歌
風
を
思
わ
せ
る
と
共
に
、

表
現
も
巧
み
で
格
調
の
高
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
続
後
撰
に
採
ら

れ
た
定
家
の
歌
は
、
む
し
ろ
古
今
風
の
穏
や
か
さ
が
あ
り
、
微
温
的
で
平
凡
で

さ
え
あ
る
・
し
か
し
、
続
古
今
に
採
ら
れ
た
定
家
の
歌
は
、
格
調
が
高
い
と
↓
、
帆

で
は
い
え
な
い
が
・
趣
向
の
面
白
さ
が
あ
る
。
三
集
に
採
ら
れ
た
家
隆
や
良
経

の
歌
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぽ
同
様
の
こ
と
が
言
え
み
、
う
で
あ
る
。
更
に
西
行
の
恋

歌
に
つ
い
て
見
る
と
、
新
勅
撰
や
続
後
撰
の
そ
れ
は
、
こ
れ
が
西
行
の
歌
か
と

思
わ
せ
る
ほ
ど
に
発
想
も
む
し
ろ
常
套
的
で
あ
り
、
姿
詞
も
無
難
に
整
っ
て
い

る
・
と
こ
ろ
が
・
続
古
今
の
そ
れ
は
、
「
人
目
知
ら
れ
し
折
ま
で
は
」
な
ど
と

い
う
詞
足
ら
ず
に
つ
ぶ
や
く
よ
う
な
散
文
的
な
表
現
と
、
「
み
さ
を
な
り
け
る

わ
が
涙
か
な
」
と
い
う
端
的
な
詠
嘆
が
、
い
か
に
も
西
行
ら
し
い
も
の
を
思
わ

せ
る
。
新
古
今
で
も
、
こ
れ
に
類
す
る
西
行
の
恋
歌
を
採
っ
て
い
た
の
で
あ

る
・
更
に
・
続
古
今
で
定
家
の
歌
を
巻
頭
に
す
え
て
い
る
こ
と
も
、
続
古
今
撰

者
た
ち
の
新
古
今
尊
重
の
一
端
と
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
続
古
今

に
は
・
新
古
今
の
世
界
に
対
し
て
量
的
に
も
質
的
に
も
復
帰
し
よ
う
と
す
る
傾

向
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
は
為
家
の
独
撰
で
は
と
う
て

い
考
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
以
上
、
Ａ
か
ら
Ｃ
ま
で
は
万
葉
・
古
今
・
新
古
今
の
三
時
代
の
主
要
歌
人
の

歌
が
ど
う
い
う
比
重
で
も
っ
て
続
古
今
に
採
ら
れ
て
い
る
か
を
他
の
二
集
の
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

れ
と
比
較
し
・
更
に
夫
々
の
具
体
例
に
つ
い
て
質
的
な
吟
味
を
試
み
た
わ
け
で

あ
る
が
、
次
に
は
続
古
今
五
人
の
撰
者
を
始
め
、
新
勅
撲
以
後
の
歌
人
の
歌
が

続
十
口
今
に
ど
う
い
う
比
重
で
採
ら
れ
て
い
る
か
を
、
先
に
検
討
を
加
え
た
方

法
・
つ
ま
り
・
新
勅
撲
・
続
後
撰
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
し
て
行
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。

　
○
　
新
勅
僕
以
後
の
歌
人
（
す
な
わ
ち
続
古
今
当
代
歌
人
）
の
歌
は
、
ど
う

い
う
比
重
で
三
集
に
採
ら
れ
て
い
る
か
。

／
三
集
へ
の

／
喉
入
歌

　
　
／
１
数

歌
人
　
。
／

家
　
　
良

新
勅
撰

基行

一
．
灯
，
」

１

家家麦イ

７０

続
後
撰
続
古
今

４
鱗
紅

ザ
／
戊

ズ
．
、
．
ぺ
、

新
勅
撰
続
後
撰

．
１
、
．
一
．
．
一

続
古
今

１
４

一
２
６

６

２
１

ｕ

８

０４

’一 ２０１

７１０３

４
４

宗
尊
親
王

０１

■
｝
一

平
政

村

３

１
３

　
こ
れ
ら
の
人
ヵ
は
・
い
う
ま
で
も
な
く
遇
去
の
歌
人
で
は
な
く
、
い
わ
ぱ
続

古
今
現
代
の
歌
人
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
代
の
撰
集
に
お
い
て
前
代
よ
り
も
入

撰
歌
数
が
の
び
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
特
に
続

古
今
の
各
撰
者
－
家
良
・
基
家
・
行
家
・
光
俊
・
為
家
の
入
集
歌
数
が
著
し
く

の
ぴ
て
い
る
の
は
注
目
に
価
す
る
。
新
勅
撰
に
お
け
る
定
家
（
新
勅
撰
入
集
歌

数
一
五
集
）
・
　
続
後
撰
に
お
け
る
為
家
（
続
後
撰
入
集
歌
数
二
首
）
の
場
合



の
よ
う
に
、
も
し
独
撰
な
ら
、
自
己
の
歌
の
多
数
入
撰
は
遠
慮
し
て
さ
し
ひ
か

え
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
複
数
撰
者
な
る
が
故
に
、
各
撲
者
が
互

に
他
の
撰
者
の
歌
を
多
数
撰
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
単

独
撰
と
複
数
撰
と
の
相
違
は
、
こ
の
数
字
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
各
撰
者
の
続
古
今
入
撰
歌
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
勅
撰
・
続
後

劣
、
一
入
撰
歌
と
且
ハ
体
的
に
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
ま
す
為
家
の
場
合

　
新
勅
撰
　
春
∴
〇
一
　
た
ち
残
す
楕
も
見
え
ず
山
桜
花
の
あ
た
り
に
か
か
る
白

　
　
　
　
　
　
　
　
雲

　
　
〃
　
　
秋
．
二
九
七
片
岡
の
杜
の
木
の
葉
も
色
づ
き
ぬ
早
稲
田
の
を
し
ね
今

　
　
　
　
　
　
　
　
や
刈
ら
ま
し

　
続
後
撰
　
　
　
　
　
あ
た
に
な
ど
咲
き
は
じ
め
け
む
い
に
し
へ
の
春
さ
へ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
き
山
桜
か
な

　
　
〃
　
　
秋
．
四
三
　
山
－
田
山
よ
そ
の
紅
葉
の
色
に
こ
そ
し
ぐ
れ
ぬ
松
の
程
も

　
　
　
　
　
　
　
　
見
え
け
れ

　
続
吉
今
　
春
・
三
五
　
よ
し
さ
ら
ば
散
る
ま
で
は
見
じ
山
桜
花
の
さ
か
り
を
面

　
　
　
　
　
　
　
　
影
に
し
て

　
　
〃
　
　
秋
．
五
二
　
く
ち
な
し
の
一
し
ほ
染
の
う
す
紅
葉
い
は
で
の
山
は
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
し
ぐ
る
ら
む

前
に
も
引
用
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
井
蛙
抄
肉
に
よ
れ
は
、
為
家
は
続
古
今
の

　
　
　
　
　
　
、
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

と
き
ｉ
我
が
撰
進
の
歌
の
外
は
一
事
以
上
不
レ
可
レ
有
レ
申
二
子
糾
一
と
て
口
を
閉

ぢ
侍
り
き
Ｌ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
り
ち
、
為
家
は
続
古
介
撲
進
に
あ
た

っ
て
、
為
家
の
独
撰
を
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
大
き
な
不
満
を
い
だ
き
な

が
ら
も
、
一
応
、
そ
の
撰
歌
は
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
撲
歌
中

に
は
、
お
そ
ら
く
〕
詠
中
か
ら
、
〕
撲
し
た
若
干
首
も
含
ま
れ
て
い
た
で
は
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
右
に
か
か
げ
た
続
古
今
巾
の
為
家
歌
が
果
し
て
為
家
自
撲
の
も

の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
知
る
由
も
な
い
。
新
勅
撲
・
続
後
撲
に
撲
ぱ
れ
た
為

家
歌
の
平
明
さ
に
比
較
し
て
み
る
と
、
続
市
今
申
の
為
家
歌
、
特
に
石
に
掲
げ

た
二
首
な
ど
は
、
趣
向
も
巧
み
で
、
か
な
り
派
手
な
歌
と
受
け
と
め
ざ
る
を
得

な
い
。
光
俊
は
、
秋
風
抄
序
文
に
お
い
て
、
「
前
大
納
、
言
為
家
卿
は
、
よ
く
歌

の
お
も
む
き
を
立
て
、
そ
の
詞
た
く
み
な
り
。
し
か
も
艶
な
る
を
も
と
と
し
て

や
さ
し
き
を
ね
が
へ
る
に
や
」
と
評
し
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
為
家
評
は
、
前

引
の
為
家
の
例
歌
の
う
ち
で
は
、
新
勅
撰
や
続
後
撲
申
の
歌
に
丸
し
て
と
い
う

よ
り
も
、
む
し
ろ
続
古
今
巾
の
歌
に
対
し
て
、
も
っ
と
も
よ
く
当
て
は
ま
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
う
い
う
為
家
評
は
為
家
目
身
の
志
向
に
と
っ
て

は
心
外
な
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
同
時
に
続
古
今
中
の
為
家
歌
に

は
、
為
家
の
自
撰
で
な
い
歌
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
曙
示
す
る
。
し
か

し
、
そ
の
為
家
の
ｎ
撲
の
み
で
な
い
こ
と
が
、
却
っ
て
為
家
の
個
性
を
、
よ
り

客
概
的
に
把
握
さ
せ
る
機
縁
と
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

続
古
今
中
の
為
家
の
歌
は
、
為
家
の
臼
撰
か
否
か
を
問
わ
ず
、
為
家
の
歌
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
　
　
　
『
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
従
っ
て
、
為
家
自
身
の
内
在
的
志
向
は
明
ら
か
に

続
後
撰
に
白
撰
し
た
歌
ど
も
の
側
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
続
古
今
に
撰
ぱ
れ
た

歌
は
、
為
家
の
詠
風
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
も
し
、
続
古
今
中

の
為
家
歌
中
に
、
為
家
以
外
の
撰
者
達
が
撰
ん
だ
為
家
の
歌
も
含
ま
れ
て
い
る

と
す
れ
ぱ
、
む
し
ろ
そ
こ
に
は
客
観
的
匁
立
場
か
ら
す
る
為
家
評
価
が
う
か
が

え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
新
勅
撰
．
続
後
撰
中
の
為
家

歌
と
続
古
今
中
の
為
家
歌
と
を
対
比
し
て
み
る
と
、
後
者
の
方
に
、
よ
り
艶

で
、
よ
り
技
巧
的
な
歌
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　
光
俊
の
場
合

　
新
勅
撰
　
秋
・
看
三
明
石
潟
あ
ま
の
た
く
縄
く
る
る
よ
り
雲
こ
そ
な
け
れ
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
月
影

　
　
〃
　
　
雑
二
壷
ハ
し
の
ぶ
る
も
わ
が
理
竺
言
ひ
な
が
ら
さ
て
も
音
を
と
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
ぞ
な
き

　
続
後
撰
　
冬
・
豊
Ｏ
冬
の
来
て
し
ぐ
る
る
時
ぞ
神
南
備
の
杜
の
木
の
葉
を
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
は
じ
め
け
る

　
　
〃
　
　
雑
・
二
六
二
つ
ら
し
と
も
憂
し
と
も
更
に
嘆
か
れ
ず
今
は
わ
が
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
て
な
け
れ
ば

　
続
古
今
　
秋
・
四
一
八
人
を
こ
そ
待
た
ず
も
あ
ら
め
曇
れ
と
は
い
か
が
思
は
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
の
夜
の
月

　
　
〃
　
　
冬
ニ
ハ
ニ
霜
枯
れ
の
横
野
の
堤
か
ぜ
さ
え
て
入
湖
と
ほ
く
千
鳥
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

　
　
　
　
　
　
　
　
く
な
り

　
　
〃
　
　
雑
・
一
乗
八
時
し
ら
ぬ
身
と
も
思
は
じ
秋
く
れ
ば
講
が
袖
よ
り
も
露

　
　
　
　
　
　
　
　
け
か
り
け
り

　
新
勅
撰
・
続
後
撰
・
続
古
今
の
三
集
を
通
じ
て
、
光
俊
の
歌
は
事
理
も
た
し

か
で
、
し
ら
べ
の
引
き
し
ま
っ
た
歌
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は

光
俊
自
身
が
「
簸
河
上
」
に
お
い
て
、
「
た
け
た
か
く
遠
白
き
、
第
一
と
ぞ
覚

え
侍
る
」
と
言
っ
た
詞
と
か
な
り
密
接
に
呼
応
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
も

そ
う
い
う
光
俊
の
特
色
は
、
新
勅
撰
・
続
後
撰
申
の
光
俊
歌
よ
り
も
、
続
古
今

中
の
光
俊
歌
の
方
に
、
よ
り
多
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
特
に
、
続

古
今
中
の
「
横
野
の
堤
か
ぜ
さ
え
て
入
潮
と
ほ
く
」
の
歌
な
ど
は
、
写
実
的
な

構
成
の
な
か
に
、
遠
白
い
も
の
へ
の
野
心
的
な
ね
ら
い
が
多
分
に
織
り
込
ま
れ

て
い
る
。

　
家
良
の
場
合

　
新
勅
撰
　
春
・
三
八
　
玉
ぼ
こ
の
道
の
行
く
手
の
春
風
に
誰
が
里
し
ら
ぬ
梅
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
ぞ
す
る

　
　
〃
　
　
秋
・
一
一
三
九
　
白
砂
の
月
の
光
に
お
く
霜
を
幾
夜
か
さ
ね
て
衣
う
つ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
続
後
撰
　
春
・
三
七
　
桜
花
お
ち
て
も
水
の
あ
は
れ
な
ど
あ
だ
な
る
色
に
に
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
そ
め
け
む

　
　
〃
　
　
秋
・
三
八
九
　
山
鳥
の
尾
の
上
の
里
の
秋
風
に
長
き
夜
さ
む
の
衣
う
つ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り

　
続
古
今
　
春
・
六
九
　
山
の
端
に
か
す
め
る
月
は
傾
き
ぬ
夜
深
き
窓
に
匂
ふ
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
枝

　
　
〃
　
　
秋
・
三
八
ニ
　
タ
さ
れ
ば
露
吹
き
お
と
す
秋
風
に
葉
末
か
た
寄
る
小
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
篠
原

　
家
良
の
詠
風
は
大
体
に
穏
健
で
、
と
く
に
特
色
め
い
た
も
の
を
桁
摘
し
に
く

い
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
、
彼
が
伽
子
左
家
の
人
々
か
ら
も
灰
御
子
左
家
の

人
々
か
ら
も
好
辿
さ
れ
た
所
以
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
独
い
て
い
え
ぱ
、
彼
の

場
合
に
お
い
て
も
、
続
古
今
に
採
ら
れ
た
歌
は
、
新
勅
撰
・
続
後
撰
に
採
ら
れ

た
歌
に
比
較
す
る
と
、
忠
覚
的
な
も
の
が
、
拝
帖
的
な
も
の
よ
り
も
人
き
な
比

重
を
占
め
て
い
る
。

　
某
家
の
場
合

　
続
後
撰
　
夏
・
ニ
ハ
六
　
鳴
き
ぬ
べ
ぎ
夕
の
空
を
時
鳥
ま
た
れ
む
と
て
や
つ
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
る
ら
む

　
　
〃
　
　
冬
・
霊
六
　
片
岡
の
朝
け
の
風
も
吹
き
か
へ
て
冬
の
景
色
に
散
る
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
葉
か
な

　
続
古
今
　
秋
・
三
九
一
　
あ
な
し
吹
く
弓
月
が
嶽
に
雲
消
え
て
檜
原
の
上
に
月
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
見
ゆ

　
続
古
今
　
冬
・
話
七
　
惜
し
み
え
ぬ
淡
の
露
を
杉
兄
に
て
袖
に
然
れ
る
秋
も
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
し

　
　
　
　
　
　
『
続
古
今
集
」
の
基
礎
的
研
究

　
　
〃
　
　
冬
・
六
０
０
　
か
れ
が
れ
に
霜
置
き
ま
よ
ふ
冬
の
日
の
夕
か
げ
山
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
芝
草

　
基
家
の
歌
は
前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
定
家
と
の
反
目
の
故
か
、
新
勅
撲

に
は
一
首
も
採
ら
れ
な
か
っ
た
。
続
後
撲
中
の
払
家
の
歌
は
敢
え
て
異
風
と
い

う
ほ
ど
の
も
の
で
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
続
古
今
に
採
ら
れ
た
基
家
の
歌
に
は
、

と
く
に
「
あ
な
し
吹
く
」
の
歌
の
こ
と
く
端
的
に
万
葉
的
表
現
を
模
傲
し
た
作

品
さ
え
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
万
葉
歌
人
の
劣
観
的
叙
景
の
再

現
で
は
な
く
て
、
拠
念
的
な
立
場
か
ら
万
葉
的
表
現
の
忠
覚
的
構
成
を
試
み
た

も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
確
か
に
御
子
左
一
派
の
詠
凪
に
対
し
て
は
、
き

ぴ
し
く
正
反
対
の
立
場
に
あ
る
詠
作
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
し
も
、
こ

う
い
う
歌
が
も
っ
と
多
く
続
古
今
に
採
ら
れ
て
い
た
な
ら
ぱ
、
続
古
今
の
特
仏

は
さ
ら
に
顕
著
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
わ
し
む
ら
く
は
、

こ
う
い
う
万
葉
ぱ
り
の
歌
は
、
や
は
り
汝
え
る
ほ
ど
し
か
む
く
、
し
か
も
そ
れ

が
他
の
中
肚
的
な
歌
と
む
し
ろ
不
洲
和
な
姿
で
混
在
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
続
古
今
の
実
休
が
あ
る
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
行
家
の
場
合

　
続
後
撰
　
夏
・
ニ
ハ
Ｏ
榊
葉
に
卯
月
の
御
し
め
引
き
か
け
て
三
室
の
山
は
神
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
な
り

　
　
〃
　
　
恋
・
八
蓋
．
伊
駒
山
峯
に
朝
ゐ
る
白
雲
の
へ
だ
つ
る
な
か
は
遠
ざ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
　
　
　
『
続
古
今
集
』
の
基
礎
的
研
究

　
続
古
今
　
夏
・
三
七
人
よ
り
も
ま
づ
聞
け
と
て
や
時
鳥
わ
が
し
め
し
野
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
く
ら
む

　
　
〃
　
　
恋
・
九
突
知
ら
せ
ば
や
そ
こ
は
か
と
な
ぎ
浮
雲
の
空
に
み
だ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
ま
ど
ひ
を

　
　
〃
　
　
恋
・
三
…
何
と
か
は
わ
が
身
を
置
ぎ
て
あ
ま
の
住
む
里
の
し
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
人
に
間
ふ
べ
ぎ

　
行
家
の
歌
も
新
勅
撰
に
は
見
ら
れ
な
い
。
（
新
勅
撰
に
も
藤
原
行
家
と
い
う

人
の
一
首
（
四
四
六
）
が
見
え
る
が
、
そ
れ
は
藤
原
行
国
の
子
で
あ
っ
て
、
知

家
の
子
行
家
で
は
な
い
）
。
行
家
の
詠
風
は
、
右
に
掲
げ
た
歌
ど
も
に
う
か
が
え

る
よ
う
に
、
歌
意
に
あ
い
ま
い
な
と
こ
ろ
も
な
く
、
詞
す
な
お
に
、
す
く
す
く

と
詠
み
流
し
て
い
る
。
い
か
に
も
六
条
藤
家
の
末
流
ら
し
い
詠
み
ぶ
り
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
続
後
撰
に
採
ら
れ
た
歌
と
続
古
今
に
採
ら
れ
た
歌
と
の
問

に
も
、
特
に
言
う
ほ
ど
の
懸
隔
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
、
新
勅
撰
以
下
の
三
集
に
採
ら
れ
た
歌
に
即
し
て
、
続
古
今
撰
者
五
人

の
詠
風
を
な
が
め
、
あ
わ
せ
て
そ
の
五
人
の
歌
が
三
集
に
お
い
て
ど
う
い
う
柵

違
を
示
し
て
い
る
か
を
吟
味
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
人
の
詠
風
に
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
概
し
て
い
え

ば
、
続
古
今
に
採
ら
れ
た
歌
は
、
新
勅
撰
・
続
後
撰
に
採
ら
れ
た
歌
に
比
較
し

て
、
よ
り
顕
著
に
個
性
的
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
続
古
今
に
採
ら
れ
た
こ
れ

ら
五
人
の
歌
は
、
他
の
二
集
に
採
ら
れ
た
彼
ら
の
歌
よ
り
も
、
あ
る
い
は
、
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

り
技
巧
的
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
よ
り
感
覚
的
、
写
実
的
で
あ
り
、
あ
る
い

は
、
よ
り
異
風
的
で
あ
る
と
い
う
、
大
体
の
傾
向
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
続
古
今
で
は
、
宗
尊
親
王
の
歌
が
誰
よ
り
も
多
く
（
六
七
首
）
採
ら

れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
諸
家
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
確
か
に
注
目
す
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
通
説
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
光
俊
が

関
東
に
下
っ
て
親
王
の
歌
の
師
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
必
然
的
に
も
た
ら
し

た
結
果
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
す
で
に
政
沿
の
実
権
が
関
東
に
移
っ
て
以

来
、
京
方
の
関
東
方
に
対
す
る
卑
屈
な
遠
慮
は
、
す
で
に
一
般
的
な
も
の
と
な

っ
て
い
た
事
実
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
た
だ
光
俊
が
宗
尊
親
王

の
歌
の
師
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
何
か
割
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

た
と
え
ぱ
、
為
家
も
古
今
集
為
家
抄
（
弘
長
三
年
成
立
）
を
宗
尊
親
王
に
進
上

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
五
人
の
撰
者
が
、
と
も
に
関
東
に
対
す
る
卑
屈

な
態
度
か
ら
し
て
、
将
軍
宗
尊
親
王
の
歌
を
誰
よ
り
も
多
く
採
り
入
れ
る
こ

と
、
更
に
は
平
政
村
の
歌
な
ど
も
か
な
り
く
多
く
採
る
こ
と
に
反
対
で
き
な
か

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
こ
と
は
、
す
で
に
新
勅
撰
に
お
い
て
さ
す
が

の
定
家
さ
え
が
将
軍
実
朝
の
歌
を
二
十
五
首
（
集
中
第
六
位
）
も
採
っ
た
の
み

な
ら
ず
、
関
東
の
無
名
歌
人
ど
も
の
歌
を
も
か
な
り
採
り
入
れ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
先
雛
に
思
い
あ
わ
せ
ら
れ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
続
古
今
に
宗
尊
親
王
の
歌
が
最
も
多
く
入
撰
し
て
い
る

事
実
を
重
視
す
る
あ
ま
り
に
、
続
古
今
の
世
界
は
宗
尊
親
王
の
歌
風
で
大
き
く



塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
か
の
如
き
錯
覚
に
わ
ち
八
っ
て
ば
な
ら
な
い
。
、
て
れ

は
、
↑
」
と
え
ば
酉
汀
の
歌
が
新
’
へ
、
に
最
も
多
数
入
撲
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
新
古
今
の
世
界
は
西
行
風
で
あ
る
と
い
え
む
か
っ
だ
の
と
同
様
で
あ
る
。

従
っ
て
、
ま
す
続
古
今
に
採
ら
れ
た
宗
尊
糊
二
の
歌
は
、
ど
う
い
う
敬
で
あ
っ

た
か
を
吟
味
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
続
古
今
　
春
・
　
七
大
伴
の
み
つ
の
浜
松
か
す
む
な
り
は
や
日
の
本
に
春
や

　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ぬ
ら
む

　
　
〃
　
　
〃
二
三
　
わ
た
つ
海
の
波
の
ち
さ
と
や
護
む
ら
む
焼
か
ぬ
潮
瀬
に

　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
け
ぶ
り
か
な

　
続
古
今
　
春
・
七
九
　
あ
す
か
風
河
お
と
更
け
て
た
を
や
め
の
袖
に
か
す
め
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
春
の
夜
の
月

　
　
〃
　
　
夏
・
一
八
四
　
花
ぞ
め
の
袖
さ
へ
け
ふ
は
た
ち
か
へ
て
更
に
恋
し
ぎ
山

　
　
　
　
　
　
　
　
桜
か
な

　
　
〃
　
　
秋
・
署
○
　
真
萩
ち
る
遠
里
小
野
の
秋
風
に
花
ず
り
玄
い
ま
や
う
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
む

　
　
〃
　
　
秋
・
至
０
　
し
ぐ
れ
ぬ
と
兇
ゆ
る
空
か
な
鷹
な
ぎ
て
色
づ
く
山
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
の
む
ら
雲

　
こ
れ
ら
の
歌
を
通
覧
す
る
と
「
大
伴
の
伽
津
の
浜
松
」
と
か
「
真
萩
ち
る
一
、
旭

里
小
野
」
な
ど
の
如
ノ
＼
確
か
に
万
葉
の
用
語
を
借
用
し
た
歌
も
散
見
さ
れ
る

が
、
全
体
と
し
て
は
、
と
て
も
万
葉
調
と
言
い
切
れ
る
ほ
ど
の
歌
風
で
は
な
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い
。
強
い
て
い
え
ぱ
、
素
直
に
の
ぴ
の
ぴ
と
し
た
敬
が
多
い
か
と
見
ら
れ
は
す

る
が
、
そ
れ
も
む
し
ろ
続
古
今
の
特
佳
を
董
凋
し
う
る
ほ
ど
の
特
異
注
ば
も
っ

て
は
い
倉
い
の
で
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ろ
、
宗
尊
親
王
の
歌
ば
、
た
し
か
に

続
古
今
中
箪
一
位
の
入
撰
ｘ
を
も
っ
て
ば
い
る
が
、
続
十
ロ
ム
、
の
仕
格
を
特
徴
づ

け
る
ほ
ど
大
き
な
要
素
と
は
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
平
攻
吋
ら
の
歌

も
同
然
で
あ
る
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
各
家
各
派
の
歌
人
の
歌
も
統
け
て
吟
味
す
べ
き
で
あ
ろ

が
、
あ
ま
り
長
く
な
る
の
で
省
絡
す
る
。

結
　
　
　
語

　
以
上
、
三
章
八
節
に
わ
た
っ
て
、
続
十
口
今
集
の
世
界
に
対
す
る
若
干
の
問
題

を
提
示
し
、
そ
れ
に
対
す
る
基
礎
的
な
考
察
を
試
み
だ
。
そ
の
結
果
、
御
子
左

家
重
代
撰
考
の
独
撰
で
な
か
っ
た
続
古
人
，
を
、
師
範
家
的
な
視
野
か
ら
不
当
に

低
く
評
価
し
続
け
て
き
た
俗
蒲
に
対
し
て
は
、
拙
い
な
が
ら
に
、
い
く
つ
か
の

恨
拠
を
あ
げ
て
再
検
討
の
余
地
を
開
拓
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
続

古
今
を
直
ち
に
反
御
子
左
派
が
主
導
権
を
も
っ
た
撰
集
と
し
て
、
そ
の
反
抗
と

い
う
点
だ
け
で
評
価
し
よ
う
と
す
る
軽
率
な
論
に
対
し
て
も
、
で
き
る
だ
け
慎

重
に
戦
っ
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
う
い
う
過
程
に
お
い
て
、
各
草
各
部
に

提
示
し
た
個
々
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
車
節
に
お
い
て
、
私
見

を
ま
と
め
て
お
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
補
足
的
な
意
味
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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け
る
結
語
を
簡
単
に
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

　
続
古
今
が
成
立
し
た
時
代
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
中
世
文
化
の
歩
み
が
、
封

建
的
・
武
家
的
・
隠
者
的
・
法
中
心
的
・
情
否
定
的
な
性
格
を
ま
す
ま
す
濃
厚

に
強
固
に
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
長
い
伝
統
を
持
つ
閉
鎖
的
な
和
歌
文

学
で
は
あ
っ
て
も
、
こ
う
い
う
歴
火
社
会
的
環
境
か
ら
全
く
無
縁
で
あ
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
和
歌
文
学
の
世
界
は
何
と
言
っ
て
も
旧
貴
族
層

が
死
守
す
る
最
後
的
な
拠
点
で
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
続
古
今
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ら
中
世
の
基
本
的
諸
性
格
が
公
式
的
全
面
的
に
反
映
し
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。
た
と
え
ぱ
、
武
家
的
性
格
が
特
に
続
古
今
で
気
激
に
進
出
し
て
い
る
な

ど
と
は
い
え
ま
い
。
し
か
し
、
武
家
的
性
格
と
ま
で
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
関
東

方
の
干
渉
や
圧
力
が
勅
撰
集
に
対
し
て
さ
え
加
え
ら
れ
る
と
い
う
現
象
は
、
す

で
に
新
勅
撰
以
来
、
露
骨
に
な
り
は
じ
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
続
古
今
に

お
い
て
も
、
将
軍
宗
尊
親
王
の
歌
を
最
も
多
く
採
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
新
勅
撰

に
お
い
て
実
朝
を
は
じ
め
関
東
武
人
の
歌
を
か
な
り
多
く
採
っ
た
態
度
の
延
長

と
い
う
程
度
に
お
い
て
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
隠
者
的

性
格
と
い
う
面
で
も
、
す
で
に
干
載
あ
た
り
か
ら
徐
々
に
深
ま
り
つ
つ
あ
っ
た

が
、
そ
の
千
載
の
撰
者
俊
成
が
出
家
の
身
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ぱ
、
こ
の
続

古
今
の
撰
者
五
人
の
う
ち
、
為
家
と
光
俊
が
す
で
に
出
家
の
身
で
あ
っ
た
こ
と

も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。
更
に
、
撰
者
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
続
古
今
が

古
今
・
新
古
今
の
先
例
に
な
ら
っ
て
複
数
制
を
と
り
、
師
範
家
為
家
の
独
撰
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

拒
否
し
た
こ
と
は
、
一
見
し
て
は
時
代
の
流
れ
に
逆
行
す
る
復
古
的
体
制
と
も

み
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
干
載
・
新
勅
撰
・
続
後
撰
と

三
代
の
勅
撰
集
に
わ
た
っ
て
、
御
子
左
師
範
家
の
独
撰
が
固
定
し
か
け
て
い
た

こ
と
は
、
中
世
一
般
の
封
建
的
な
も
の
へ
の
流
れ
か
ら
み
れ
ぱ
、
む
し
ろ
必
然

的
な
動
向
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
続
古
今
は
古
今
や
新
古
今
の
そ
れ
に
な
ら

っ
て
複
数
撰
者
制
を
取
り
、
封
建
的
な
独
撰
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
御
子
左
師
範
家
の
人
々
の
歌
風
に
は
、
な
お
古
代
的
拝
情
の
性
格
が
執

鋤
に
残
存
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
続
古
今
が
為
家

以
外
の
撰
者
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
御
子
左
家
風
の
拝
情
的
性
格
を

幾
分
か
で
も
新
し
い
感
覚
的
方
向
に
牽
制
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

ま
た
情
否
定
的
性
格
と
い
う
面
で
、
や
は
り
新
し
い
中
世
の
流
れ
に
即
応
す
る

た
め
の
一
つ
の
新
体
制
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
そ
う

い
う
中
世
文
化
一
般
の
公
式
的
な
類
型
の
み
か
ら
続
古
今
の
世
界
を
概
観
し
て

も
、
続
古
今
の
本
貫
と
そ
の
歴
丈
的
意
義
と
は
十
分
に
は
究
明
し
切
れ
な
い
。

従
っ
て
、
更
に
進
ん
で
は
や
は
り
続
古
今
の
ユ
ニ
ー
ク
な
実
体
そ
の
も
の
に
迫

る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

　
続
古
今
は
複
数
撰
者
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ず
撰
集
の
多
様
性
と
正
確

度
と
を
増
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
稿
に
よ
っ
て
ほ
ぽ
明
ら
か
に
し
え
た
。
撰
者

を
複
数
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
古
今
・
新
古
今
の
先
例
に
な
ら

う
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
た
だ
続
古
今
の
場
合
は
、
古
今
や
新
古
今
、
と
く
に



新
古
今
の
各
撲
者
の
そ
れ
の
よ
う
に
ほ
ぽ
同
一
方
向
に
統
一
さ
れ
た
立
場
に
わ

い
て
で
は
な
く
、
五
人
の
撰
者
が
そ
れ
ぞ
れ
呉
越
同
舟
的
な
立
場
に
お
い
て
協

力
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
深
く
注
目
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
こ

に
、
同
じ
く
複
数
撰
者
の
形
態
を
採
り
な
が
ら
も
、
続
古
今
の
場
合
は
市
介
や

新
古
今
の
場
合
と
は
実
貫
的
な
柵
違
が
あ
る
と
言
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か

も
、
そ
れ
は
為
家
以
外
の
四
人
の
撰
者
が
す
べ
て
反
御
子
左
派
の
色
彩
で
一
致

し
て
い
た
と
白
言
え
な
か
っ
た
し
、
ま
た
光
俊
一
人
が
五
人
の
撲
者
の
申
で
、

圧
倒
的
に
強
大
な
発
言
権
や
統
轄
権
を
持
っ
て
い
た
と
も
断
定
で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
、
続
古
今
が
正
確
度
と
か
多
様
性
と
か
に

お
い
て
は
、
た
し
か
に
注
目
す
べ
き
撰
集
と
な
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
す
、

左
家
の
封
建
的
規
範
に
一
挙
に
取
っ
て
か
わ
る
ほ
ど
の
今
一
っ
の
強
力
な
封
建

的
規
範
と
な
り
え
な
か
っ
た
所
以
が
あ
ろ
う
い

　
そ
う
い
う
点
に
問
題
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
む
し
ろ
激
し
く
対
立
す
る
五
人

が
、
そ
の
激
し
く
緊
張
し
た
反
目
と
抗
争
と
の
な
か
に
、
と
も
か
く
も
一
つ
の

撰
集
を
な
し
と
げ
て
い
る
と
い
う
結
果
臼
体
は
、
大
い
に
注
目
さ
れ
む
ぱ
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
全
く
和
歌
史
上
他
に
比
類
の
な
い
現
象
で
あ
り
、
そ
の
事
実
だ

け
で
も
続
古
今
の
存
礼
意
義
は
看
遇
で
き
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
続
古
今
の
内

容
を
質
的
に
吟
味
し
て
み
る
と
、
そ
れ
も
ま
た
果
し
て
前
後
の
撲
集
に
比
類
の

な
い
特
異
な
世
界
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
大
公
約
数
的
に
一
［
え
ば
、

そ
れ
は
拝
情
的
構
成
と
い
う
よ
り
も
忠
覚
的
構
成
と
い
う
面
で
、
よ
り
、
而
白
く
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新
し
い
も
の
を
｛
産
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
が
、
そ
う
二
一
、
口
っ
て
し
ま
う
に

は
、
こ
れ
は
ま
た
流
ま
り
に
も
複
雑
に
特
異
な
存
小
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
あ

な
し
吹
く
弓
月
が
嶽
に
雲
消
え
て
桧
原
の
上
に
月
渡
る
見
ゆ
」
（
某
家
）
と
い
う

ふ
う
に
、
万
葉
歌
の
祢
瑞
な
直
訳
的
模
傲
作
品
が
あ
る
か
と
川
心
え
ば
、
一
．
に
ほ

ひ
く
る
花
橘
の
袖
の
香
に
涙
つ
ゆ
け
き
う
た
た
ね
の
夢
Ｌ
（
俊
成
）
と
い
う
ふ

う
に
新
古
今
的
妖
艶
を
上
ま
わ
っ
て
亘
能
的
妖
艶
を
極
め
る
歌
も
採
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
両
極
端
の
歌
が
「
よ
し
さ
ら
ぱ
散
る
ま
で
、
は
見
じ
山

桜
花
の
さ
か
り
を
、
而
影
に
し
て
」
（
為
家
）
「
袖
ぬ
ら
す
老
曽
の
杜
の
時
雨
こ
そ

う
き
に
年
経
る
涙
な
り
け
れ
」
（
光
俊
）
な
ど
と
い
う
微
温
的
な
歌
と
杣
並
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
単
純
に
見
れ
ぱ
、
五
人
の
撰
者
の
ま
ち
ま
ち
の
尚

好
を
反
映
し
た
多
様
化
と
い
う
こ
と
で
片
付
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
が
、

か
り
に
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
多
様
性
自
体
は
あ
り
ふ
れ
た
多
様
性
で
な
く

て
、
「
あ
な
し
吹
く
」
と
「
に
ほ
ひ
く
る
」
と
の
よ
う
に
、
激
し
い
両
極
的
対

立
を
内
包
す
る
特
異
な
多
様
性
で
あ
る
。
そ
の
点
で
続
古
今
は
一
つ
の
新
し
い

文
芸
的
価
仇
と
大
き
な
吏
的
音
心
炎
を
も
っ
て
い
る
。
同
じ
く
複
歎
撰
者
の
所
産

で
あ
る
十
口
今
や
新
市
介
で
さ
え
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
振
榊
の
大
き
い
多
様
什
は
も

た
な
か
っ
た
。
ま
し
て
そ
れ
は
、
単
独
撰
の
先
行
撰
集
で
は
夢
に
も
考
え
ら
れ

な
い
存
布
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
い
う
徹
底
し
だ
内
枢
的
対
工
を
持
つ
続
古
今
の
多
様
汁
の
開
弟
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
－
二
て
れ
は
ま
た
続
拾
遺
〃
後
し
ば
ら
く
二
灸
家
の
単
独
摂
災
に
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右
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よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
と
は
い
え
１
１
時
至
っ
て
、
玉
葉
・
風
雅
の
世
界
を
生
む

大
き
な
踏
み
台
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
玉
葉
・
風
雅
の
世
界
を
新
古

今
の
延
長
と
す
る
故
風
巻
博
士
の
説
は
、
（
「
新
古
今
的
な
る
も
の
の
範
囲
」

（
「
新
古
今
時
代
」
所
収
）
人
文
書
院
、
昭
一
一
・
七
）
最
近
、
次
田
香
澄
博
士

ら
の
研
究
（
「
玉
葉
集
の
形
成
」
日
本
学
士
院
紀
要
、
昭
三
九
ニ
ニ
、
　
「
風
雅

集
の
形
成
」
国
語
と
国
文
学
、
昭
三
八
・
五
）
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
か
け
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
古
今
と
玉
葉
・
風
雅
と
を
一
直
線
に
結
ぴ
つ
け
よ
う

と
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
確
か
に
印
象
批
評
的
な
危
険
性
と
無
理
な
付
会
の
お
そ

れ
も
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
そ
の
問
に
、
こ
の
続
古
今
の
振
幅
の
広
い
多
様
性

の
世
界
を
お
い
て
み
る
と
、
風
巻
説
は
決
し
て
一
概
に
否
定
さ
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
。
と
い
う
よ
り
は
、
風
巻
説
は
続
古
今
の
世
界
を
媒
介
に
し
て
こ
そ
、

よ
り
的
確
な
文
学
吏
的
考
察
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
続
古
今
の
徹
底
し
た
両
極
的
多
様
性
を
た
だ
単
に
多
様
性
の
不

統
一
と
責
め
る
前
に
、
む
し
ろ
類
例
も
な
い
ほ
ど
特
異
な
多
様
性
の
あ
ら
わ
れ

と
し
て
、
文
学
史
的
に
も
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
（
昭
三
九
・
二
丁
二
四
）

〈
付
記
Ｖ
　
脱
稿
後
に
、
樋
口
芳
麻
呂
氏
の
「
続
古
今
和
歌
集
目
録
当
世
と
そ

　
　
　
　
の
意
義
」
（
愛
知
学
芸
大
学
研
究
報
告
一
四
輯
、
昭
四
〇
・
三
）
と
い

　
　
　
　
う
論
考
が
発
表
さ
れ
た
。
続
古
今
当
代
歌
人
の
入
撰
歌
数
や
伝
記
を

　
　
　
　
確
か
め
う
る
貴
重
な
資
料
の
紹
介
で
あ
る
が
、
本
稿
の
論
旨
と
は
直

　
　
　
　
接
の
関
連
を
も
た
な
い
。

四
二
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